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ね
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ら
れ
ま
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実
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な
父
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と
こ
れ
ま
た
純
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そ
の
も
の
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心
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れ
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な
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と
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り
、
現
状
で
は
救
命
に
至
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ご
一
家
を
放
置
で
き
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
策
を
模
索
す
る
中
で
、
岩
手
県
に
も
難
病
団
体
結

成
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

幸
い
当
時
の
岩
手
県
保
健
福
祉
部
部
長
と
し
て
赴
任
さ
れ
て
い
た
関
山
昌
人
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
「
岩
手
県
難
病

連
絡
協
議
会
」
を
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
療
と
福
祉
と
教
育
の
は
ざ
ま
で
随
分
と
模
索
し
た
つ
も
り
で

し
た
が
、
解
決
の
糸
口
は
み
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
父
上
は
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
Ｋ
君
も
懸
命
な
治
療
の
甲
斐
な
く
永

４



眠
さ
れ
ま
し
た
。
1
9
歳
の
命
で
し
た
。

　

こ
の
ご
一
家
を
救
え
な
か
っ
た
こ
と
が
今
も
私
の
負
い
目
と
し
て
残
っ
て
お
り
ま
す
。
県
内
に
は
他
に
も
多
く
の
難
病
の

方
々
が
闘
病
し
て
い
る
状
況
に
遭
遇
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
2
0
年
前
と
比
較
す
れ
ば
医
学
は
大
い
に
進
歩
し
て
い
ま
す
。
今
は
亡
き
、
前
岩
手
医
科
大
学
理
事
長
は
「
ど
ん

な
に
医
学
が
進
ん
で
も
難
病
は
常
に
存
在
す
る
、
だ
か
ら
日
進
月
歩
の
研
究
が
必
要
な
ん
で
す
。
人
間
誰
し
も
病
気
の
因
子
を

も
っ
て
お
り
、
発
症
す
る
か
否
か
は
遺
伝
や
環
境
に
よ
り
一
人
ひ
と
り
み
ん
な
違
う
ん
で
す
。
誰
し
も
与
え
ら
れ
た
命
を
、
豊

か
に
膨
ら
ま
せ
て
生
き
て
行
く
こ
と
が
人
生
の
醍
醐
味
な
ん
で
す
ね
。
」
と
淡
々
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
豊
か
に
生
き
る
」
そ
の
点
に
お
い
て
、
岩
手
県
難
病
連
の
皆
さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
生
き
方
を
な
さ
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
患
者
会
と
し
て
集
ま
る
だ
け
で
な
く
、
自
発
的
に
合
唱
団
や
車
い
す
ダ
ン
ス
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
ン
な
ど
様
々
な
サ
ー
ク
ル
活

動
を
展
開
さ
れ
、
共
に
生
き
る
喜
び
を
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。
喜
び
が
こ
ち
ら
に
も
伝
わ
っ
て
き
て
幸
せ
感
が
漂
っ
て
く
る
の

で
す
。

　

課
題
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
患
者
数
は
増
え
て
い
ま
す
が
、
在
宅
療
養
環
境
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
も
、
実
際
は
難
病
の
手
帳
も
発
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
中
途
半
端
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
広
大
な
県
土
の
た
め
交
通
網
に
も
課
題
が
あ
り
ま
す
。
難
病
患
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
も
、

就
労
の
制
度
上
の
困
難
や
病
状
不
安
定
に
よ
る
個
人
の
自
信
の
な
さ
な
ど
、
社
会
参
加
の
困
難
が
多
々
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
々
す
べ
て
が
、
就
労
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
理
想
郷
岩
手
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
い
な
が
ら
、
与
え
ら
れ

た
命
を
燃
焼
さ
せ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

愛
を
も
っ
て
集
う
難
病
連
の
仲
間
た
ち
、
ば
ん
ざ
い
１
・

　

み
ん
な
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
社
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
「
岩
手
県
難
病
連
絡
協
議
会
」
は
2
0
0
0
年
発
足
当
初
の
名
称
で
す
。
2
0
0
9
年
に
「
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
」

　

と
変
更
し
、
2
0
1
5
年
に
現
在
の
「
一
般
社
団
法
人
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
」
と
な
り
ま
し
た
。

ｊ



一
般
社
団
法
人
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会

平
成
3
1
年
・
令
和
元
年
度
事
業
計
回

　

岩
手
県
難
病
連
設
立
1
9
年
目
、
一
般
社
団
法
人
と
な
っ
て
４
年
目
を
迎
え
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
運
動
を
継
承
発
展
さ
せ
、
難
病
手
帳
の
発
行
、
福
祉
避
難
所
の

整
備
、
難
病
患
者
社
会
参
加
の
推
進
に
つ
い
て
一
体
的
な
運
動
を
進
め
ま
す
。

ま
た
岩
手
県
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
小
児
慢
性
特

定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
に
県
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
組
織
づ
く

り
を
す
す
め
ま
す
。

１
。
難
病
連
の
組
織
強
化
の
た
め
に

田

　

岩
手
県
、
各
市
町
村
、
保
健
所
や
病
院
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。
市
町

　

村
単
位
に
患
者
交
流
会
を
企
画
し
ま
す
。
社
会
啓
発
と
と
も
に
地
域
が
難

　

病
患
者
を
支
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
き
ま
す
。

②

　

岩
手
県
、
市
町
村
の
協
力
を
得
て
、
障
害
者
総
合
支
援
法
適
用
に
よ
る

　

難
病
患
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
の
た
め
、
市
町
村
の
広
報
誌
な
ど
を

　

通
し
て
啓
蒙
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

㈹

　

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
「
軽
症
者
」
に
対
す
る
福
祉
用
具
貸
与
、
住

　

宅
改
修
、
「
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
」
の
利
用
に
つ
い
て
、
現
行
通
り
介
護
保
険

　

の
給
付
対
象
と
し
て
認
め
る
よ
う
県
議
会
に
請
願
し
、
国
へ
の
働
き
か
け

　

を
強
化
し
ま
す
。

圃

　

難
病
患
者
の
社
会
参
加
・
就
労
促
進
に
向
け
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関

　

係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

２
。
難
病
患
者
の
災
害
対
策

剛

　

難
病
患
者
の
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

　
　

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
作
成
し
た
「
障
が
い
の
あ
る
方
た
ち
の
災

　

害
対
応
の
て
び
き
」
を
難
病
患
者
に
も
配
布
し
活
用
し
ま
す
。

悶

　

被
災
地
の
難
病
患
者
が
、
災
害
時
の
市
町
村
の
要
援
護
者
名
簿
に
積
極

　

的
に
登
録
す
る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。

㈹

　

県
内
各
地
域
に
福
祉
避
難
所
の
整
備
促
進
を
要
望
し
ま
す
。

圃

　

緊
急
医
療
手
帳
を
配
布
し
、
災
害
時
の
啓
蒙
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

３
。
福
祉
活
動

田

　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
市
町
村
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

②

　

難
病
患
者
在
宅
療
養
支
援
の
た
め
の
交
流
会
と
相
談
会
（
市
町
村
巡
回

　

キ
ャ
ラ
バ
ン
）
を
、
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
福
祉
関
係
部
署
と
共
同

　

し
て
、
市
町
村
ご
と
に
開
催
し
ま
す
。

　
　

平
成
3
1
年
・
令
和
元
年
度
開
催
予
定
市
町
村
一
陸
前
高
田
市
、
西
和
賀

　

町
、
住
田
町
、
花
巻
市

㈹

　

岩
手
県
保
健
福
祉
部
長
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
患
者
会
の
要
望
事
項
の

　

実
現
に
努
め
ま
す
。

界
の
貧
困
地
区
の
子
ど
も
達
の
支
援
に
役
立
て
ま
す
。

び



㈲

　

難
病
患
者
の
移
動
支
援
並
び
に
駐
車
場
の
確
保
の
た
め
「
ハ
ー
ト
プ
ラ

　

ス
マ
ー
ク
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

㈲

　

患
者
・
家
族
か
ら
の
相
談
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
今
年
度
も
ピ
ア
サ

　

ポ
ー
ト
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
の
相
談
活
動
も
進
め
ま
す
。

４
。
医
療
支
援

田

　

難
病
法
改
正
に
よ
り
、
軽
症
認
定
と
な
っ
た
患
者
に
対
し
て
、
課
題
解

　

決
に
努
め
ま
す
。

㈲

　

世
界
希
少
難
治
性
疾
患
の
日
（
Ｒ
Ｄ
Ｄ
）
運
動
に
連
動
し
、
希
少
難
病

　

患
者
の
支
援
活
動
に
努
め
ま
す
。

③

　

臓
器
移
植
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

㈲

　

岩
手
県
内
の
病
院
の
機
能
充
実
と
医
師
確
保
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

５
。
就
労
と
社
会
参
加

　

剛

　

共
生
社
会
の
理
念
に
基
づ
き
、
難
病
患
者
の
治
療
と
仕
事
の
両
立
を
目

　
　

指
し
ま
す
。

　

圓

　

盛
岡
公
共
職
業
安
定
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
「
難
病
患
者
就
職
サ
ポ
ー

　
　

タ
ー
」
と
連
携
し
て
、
支
援
と
就
労
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

㈹

　

就
労
を
希
望
す
る
難
病
患
者
を
関
係
機
関
に
つ
な
げ
、
就
労
先
事
業
所

　
　

に
難
病
の
理
解
を
促
す
よ
う
啓
発
に
努
め
ま
す
。

６
。
情
報
活
動

　

田

　

会
員
や
賛
助
会
員
か
ら
の
積
極
的
な
寄
稿
を
お
願
い
し
、
啓
蒙
活
動
を

　
　

充
実
さ
せ
ま
す
。

　

②

　

難
病
連
に
お
い
て
情
報
を
集
約
し
、
各
会
員
べ
の
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

㈹

　

機
関
紙
「
Ｔ
Ｓ
Ｋ
い
わ
て
な
ん
れ
ん
」
を
継
続
し
て
２
ヵ
月
毎
に
発
行

　

し
ま
す
。

㈲

　

機
関
誌
「
Ｔ
Ｓ
Ｋ
い
わ
て
な
ん
れ
ん
」
第
2
0
号
を
年
度
末
に
発
行
し
ま

　
　

す
。

フ
。
財
政
基
盤
の
確
立

剛

　

会
員
が
協
力
し
な
が
ら
、
賛
助
会
員
の
倍
増
を
め
ざ
し
て
運
動
を
強
化

　

し
ま
す
。

②

　

各
市
町
村
に
お
い
て
、
人
口
ひ
と
り
あ
た
り
１
円
の
募
金
活
動
を
再
要

　

請
し
ま
す
。

㈹

　

団
体
、
企
業
の
支
援
を
要
請
し
ま
す
。

③

　

清
涼
飲
料
水
自
動
販
売
機
設
置
事
業
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

㈲

　

「
不
用
入
れ
歯
」
の
回
収
の
事
業
を
引
き
続
き
す
す
め
ま
す
。

㈲

　

各
加
盟
団
体
年
会
費
一
人
あ
た
り
１
０
０
円
の
納
入
に
つ
い
て
お
願
い

　

し
ま
す
。

８
。
文
化
活
動
の
推
進

田

　

生
き
が
い
づ
く
り
と
交
流
、
親
睦
を
深
め
て
い
く
た
め
の
サ
ー
ク
ル
活

　

動
を
支
援
し
ま
す
。

②

　

厳
し
い
療
養
生
活
の
中
で
創
作
さ
れ
た
、
絵
画
、
書
な
ど
の
作
品
を
発

　

表
す
る
機
会
を
設
け
、
難
病
患
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま

　

た
、
療
養
の
体
験
や
創
作
の
詩
、
短
歌
や
俳
句
な
ど
、
機
関
誌
「
Ｔ
Ｓ
Ｋ

　

い
わ
て
な
ん
れ
ん
」
に
掲
載
し
て
、
難
病
と
共
に
生
き
る
姿
を
社
会
に
伝

　

え
ま
す
。

９
。
他
機
関
と
の
連
携

　
　

保
健
所
及
び
市
町
村
が
主
催
す
る
諸
会
議
に
出
席
し
ま
す
。

Ｚ



1
0
．
Ｊ
Ｐ
Ａ
（
一
般
社
団
法
人
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
）
活
動
へ
の
参
加

　

剛

　

国
民
の
誰
も
が
難
病
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
豊
か
な
医

　
　

療
と
福
祉
の
社
会
実
現
の
た
め
、
全
国
の
仲
間
と
共
に
運
動
を
進
め
ま

　
　

す
。
特
に
、
難
病
手
帳
の
発
行
、
福
祉
避
難
所
の
整
備
、
難
病
患
者
社
会

　
　

参
加
推
進
に
つ
い
て
一
体
的
な
運
動
を
進
め
ま
す
。

　

②

　

Ｊ
Ｐ
Ａ
の
諸
会
議
・
集
会
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。
難
病
患
者
の
切

　
　

な
る
要
望
を
署
名
活
動
な
ど
通
し
て
、
国
に
届
け
る
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

　

㈲

　

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
に
参
加
し
ま
す
。

1
1
．
東
北
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会
（
Ｔ
Ｓ
Ｋ
）
へ
の
参
加

　
　

障
害
者
団
体
の
定
期
刊
行
物
の
「
低
料
第
３
種
郵
便
制
度
」
は
、
１
９
７

　

１
年
（
昭
和
4
6
年
）
に
郵
便
法
改
正
案
と
し
て
成
立
し
て
、
こ
れ
ま
で
当
団

　

体
も
利
用
し
て
参
り
ま
し
た
。
マ
心
身
障
害
者
用
低
料
第
３
種
郵
便
」
と
し

　

て
、
会
報
の
発
行
郵
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
の
維
持
の
た
め
、
難

　

病
連
も
こ
の
運
動
に
参
加
し
て
い
き
ま
す
。

1
2
．
岩
手
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　

引
き
続
き
岩
手
県
よ
り
委
託
さ
れ
た
、
岩
手
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

の
事
業
を
受
託
し
ま
す
。
本
県
に
お
け
る
難
病
患
者
の
日
常
生
活
に
お
け
る

　

相
談
支
援
、
地
域
活
動
の
促
進
及
び
就
労
支
援
な
ど
を
行
う
拠
点
施
設
と
し

　

て
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
患
者
等
の
療
養
上
、
日
常
生
活
で

　

の
悩
み
や
不
安
等
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
患
者
等
の
も
つ
様
々
な
ニ
ー

　

ズ
に
対
応
し
た
き
め
細
や
か
な
相
談
や
支
援
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に
お
け

　

る
患
者
等
支
援
対
策
を
一
層
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

①

　

所
管
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　
　

岩
手
県
保
健
福
祉
部
健
康
国
保
課
よ
り
委
託

②⑤④③

運
営
体

一
般
社
団
法
人
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会

管
理
責
任
者

　
　

千

　

葉

　

健

　

一

難
病
相
談
支
援
員

　
　

３
名

実
施
日
数

月
・
火
・
木
・
金
・
土
曜
日
（
水
・
日
・
祝
／
休
業
）

開
設
時
間

　

1
0
一
0
0
～
1
6
一
0
0

⑥

　

関
係
機
関
と
の
連
携

　
　

各
保
健
所
、
医
療
機
関
や
公
共
職
業
安
定
所
等
各
種
関
係
機
関
と
の
連

　

携
を
図
り
、
患
者
・
家
族
等
が
継
続
的
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

　

ま
す
。
各
種
機
関
・
団
体
の
実
施
し
て
い
る
関
係
窓
口
の
紹
介
や
支
援
策

　

の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

1
3
．
岩
手
県
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　

引
き
続
き
岩
手
県
よ
り
委
託
さ
れ
た
、
岩
手
県
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童

　

等
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
受
託
し
ま
す
。
本
県
に
お
け
る
慢
性
的
な

　

疾
病
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る

　

児
童
等
の
健
全
育
成
及
び
自
立
促
進
を
図
る
た
め
、
本
人
及
び
家
族
か
ら
の

　

相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係

　

機
関
と
の
連
絡
調
整
や
そ
の
他
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

①

　

所
管
課

　
　
　

岩
手
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
子
育
て
支
援
課
よ
り
委
託

　

②

　

運
営
体

　
　
　

一
般
社
団
法
人
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会

　

③

　

管
理
責
任
者

　
　

千

　

葉

　

健

　

一

　

④

　

自
立
支
援
員

　
　

２
名

,９



⑤

　

実
施
日
数

　
　

月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝
／
休
業
）

　
　

開
設
時
間

　

1
0
一
0
0
～
1
6
一
0
0

⑥

　

関
係
機
関
と
の
連
携

　
　

学
校
、
企
業
、
公
共
職
業
安
定
所
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
エ
、
患
者
会
等
の
関

　

係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
各
種
機
関
・
団
体
の
実
施
し
て
い
る
支
援
策
に

　

つ
い
て
の
関
係
窓
口
の
紹
介
や
支
援
策
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

1
4
．
具
体
的
行
事
日
程

　

川

　

平
成
3
1
年
・
令
和
元
年
度
一
般
社
団
法
人
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連

　
　

絡
協
議
会
定
時
総
会

　
　
　

日
時
一
令
和
元
年
５
月
1
8
日
（
土
）

　

1
3
－
3
0

　
　
　

会
場
一
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

第
１
・
２
会
議
室

㈲

　

平
成
3
1
年
・
令
和
元
年
度
岩
手
県
難
病
連
意
見
交
換
会

　
　

日
時
一
令
和
元
年
５
月
1
8
日
（
土
）

　

1
4
一
3
0
～

　
　

会
場
一
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

第
１
・
２
会
議
室

Ｊ
Ｐ
Ａ
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
・
－
ｎ
北
海
道

日
時
一
令
和
元
年
８
月
３
日
（
土
）
４
日
（
日
）

会
場
一
北
海
道
札
幌
市

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
会

　

第
１
回

日
時
一
令
和
元
年
８
月
５
日
（
月
）

　

1
0
一
0
0
～
1
5
一
0
0

会
場
一
一
関
市
保
健
所
セ
ン
タ
ー

対
象
一
一
関
修
紅
高
等
学
校
看
護
進
学
コ
ー
ス
生
徒
・
一
関
地
域
の
難

5）6）7）
（

9）呵

④③②①

　
　
　

病
患
者

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
会

　

第
２
回

日
時
一
令
和
元
年
８
月
６
日
（
火
）

　

1
0
一
0
0
～
1
5
一
0
0

会
場
一
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

―
・
２
・
３
研
修
室

対
象
一
岩
手
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
学
生
、
盛
岡
地
域
の
難
病
患

　
　
　

者

岩
手
県
保
健
福
祉
部
長
と
の
懇
談
会

日
時
一
令
和
元
年
９
月
中
旬

岩
手
県
障
が
い
者
芸
術
文
化
祭

日
時
一
令
和
元
年
］
１
１
月

盛
岡
市
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭

日
時
一
令
和
元
年
１
９
一
月

Ｒ
Ｄ
Ｄ
２
０
２
０
・
－
ｎ
い
わ
て

日
時
一
令
和
２
年
２
月

会
場
一
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

ホ
ー
ル

そ
の
他
（
サ
ー
ク
ル
活
動
）

　

コ
ー
ル
ひ
ま
わ
り
・
ほ
の
ぼ
の
コ
ー
ル
・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル

　

車
い
す
ダ
ン
ス

　

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ａ
笑
学
校
い
わ
て
な
ん
れ
ん
分
校

　

生
け
花

タ



一
般
社
団
法
人

岩
手
県
難
病
連
設
立
2
0
周
年
記
念

祝
辞

公
益
財
団
法
人
い
わ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ン
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー

　

理
事
長
・
セ
ン
タ
ー
長

　

岩
手
県
難
病
連
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
2
0
周
年
を
記
念
し
、
一
言
お
祝
い
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
の
難
病
支
援
と
の
関
わ
り
は
、
1
9
9
7
年
（
平
成
９
年
）
よ
り
当
時
の

盛
岡
地
方
振
興
局
の
盛
岡
保
健
所
に
お
い
て
始
ま
っ
た
、
難
病
患
者
さ
ん
の
在

宅
支
援
事
業
に
参
加
し
た
の
が
始
ま
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
時
の
岩
手
医
科
大

学
神
経
内
科
学
講
座
教
授
で
あ
り
、
私
の
恩
師
で
も
あ
る
東
儀
英
夫
先
生
か
ら

の
命
に
よ
り
、
主
に
神
経
難
病
の
患
者
さ
ん
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
岩
手
県
難
病
連
が
結
成
さ
れ
、
初
期
よ
り
難
病
連
の
顧
問
と
し
て
、
ま

た
難
病
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
岩
手
県
難
病
連
の

方
々
と
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
も
う
2
0
年
が
経
過
し
た
の

か
と
、
い
ろ
ん
な
思
い
が
込
み
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
厚
生
労
働
省
の
難
病
対
策
の
歴
史
は
、
1
9
7
1
年
に
難
病
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
1
9
7
2
年
に
は
難

病
対
策
要
綱
が
ま
と
め
ら
れ
、
「
調
査
研
究
の
推
進
」
、
「
医
療
施
設
の
整
備
」

そ
し
て
「
医
療
費
の
自
己
負
担
の
解
消
」
の
３
つ
の
柱
が
で
き
、
特
定
疾
患
調

査
研
究
事
業
の
対
象
と
し
て
８
疾
患
が
、
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
と

し
て
４
疾
患
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
殊
に
、
難
病
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
費
用

負
担
は
重
要
問
題
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
が
、
指
定
難
病
の
医
療
費
公
費
負
担
の

始
ま
り
は
、
1
9
6
0
年
代
に
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
Ｉ
ス
モ
ン
・
で
あ

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
1
9
6
3
年
頃
よ
り
大
流
行
し
か
ス
モ
ン
は
、
最
終
的

に
1
9
7
0
年
８
月
に
キ
ノ
ホ
ル
ム
の
副
作
用
と
発
表
さ
れ
、
1
9
7
1
年

大

　

井

　

清

　

文

か
ら
ス
モ
ン
の
入
院
患
者
さ
ん
に
対
し
月
１
万
円
の
支
給
が
開
始
さ
れ
た
の

が
、
指
定
難
病
の
医
療
費
公
費
負
担
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

1
9
7
0
年
代
以
降
、
難
病
対
策
事
業
は
難
病
対
象
疾
患
の
増
加
と
と
も
に
、

国
費
に
よ
る
費
用
も
拡
大
し
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
厚
労
省
が
指
定
す

る
難
病
は
３
３
３
疾
患
と
な
り
、
ま
さ
に
難
病
対
策
は
国
家
あ
げ
て
の
大
き
な

か
つ
重
要
な
事
業
と
な
っ
て
来
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

岩
手
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
岩
手
県
の
ご
理
解
の
も
と
、
岩
手
県
難
病
連
が

患
者
さ
ん
と
ご
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
お
り
、
現
在
も
年
間
２
。
０
０
０
以

上
の
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
千
葉
健
一
代
表
理

事
の
ご
指
導
と
矢
羽
々
さ
ん
、
根
田
さ
ん
、
大
橋
さ
ん
お
よ
び
桜
田
さ
ん
の
多

大
な
る
ご
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
患
者
の
会
の
方
々
の
大
変
な
ご
努

力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ご
努
力
に
対
し
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
難
病
に
対
す
る
一
般
社
会
に

お
け
る
理
解
や
支
援
は
不
十
分
で
あ
り
、
さ
ら
に
介
護
や
就
労
の
問
題
な
ど
、

抱
え
て
い
る
問
題
は
多
く
あ
り
、
現
実
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま

す
。
安
倍
政
権
は
地
域
共
生
社
会
の
構
築
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
難
病
患
者

さ
ん
と
ご
家
族
を
地
域
で
支
え
て
い
く
た
め
に
、
私
は
も
と
よ
り
岩
手
県
民
の

方
々
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
難
病
連
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

召



「
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
設
立
2
0
周
年
記
念
号
」

（
Ｔ
Ｓ
Ｋ
い
わ
て
な
ん
れ
ん
第
2
0
号
）
の
発
刊
に
寄
せ
て

　

こ
の
度
、
一
般
社
団
法
人
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
設
立
2
0
周

年
に
際
し
、
記
念
号
（
Ｔ
Ｓ
Ｋ
い
わ
て
な
ん
れ
ん
第
2
0
号
）
が
発
刊
さ
れ
ま
す

こ
と
は
ま
こ
と
に
意
義
深
く
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
貴
会
は
平
成
1
2
年
に
協
議
会
を
設
立
さ
れ
、
平
成
2
6
年
に
一

般
社
団
法
人
化
し
加
盟
団
体
3
4
団
体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
多
く
の

難
病
患
者
の
支
援
を
精
力
的
に
継
続
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

難
病
者
の
方
々
が
社
会
の
一
員
と
し
て
、
社
会
参
加
を
果
た
す
た
め
に
支
援

を
続
け
て
い
く
こ
と
を
最
大
の
目
標
と
し
て
努
力
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
貴
会

の
発
展
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
、

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核
に
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
岩
手
県

も
難
病
患
者
に
対
す
る
支
援
を
、
生
活
や
就
労
の
面
か
ら
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
な

ど
支
援
強
化
に
政
策
を
前
進
す
る
こ
と
と
な
り
、
改
め
て
皆
様
方
の
御
努
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
県
は
平
成
2
3
年
７
月
１
日
に
「
障
が

い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
学
び
共
に
生
き
る
岩
手
県
づ
く
り
条
例
」
、
国

で
は
「
障
害
者
基
本
法
」
が
改
正
さ
れ
、
「
障
害
者
虐
待
防
止
法
」
が
平
成
氾
］

社
会
福
祉
法
人
岩
手
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　

会
長

　

藤

　

井

　

公

　

博

年
1
0
月
１
日
施
行
、
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
に
代
わ
る
「
障
害
者
総
合
支
援

法
」
が
平
成
2
5
年
４
月
１
日
施
行
及
び
平
成
2
8
年
４
月
１
日
に
は
「
障
害
者
差

別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
に
お
い

て
は
、
制
度
の
谷
間
の
な
い
支
援
を
提
供
す
る
た
め
、
障
が
い
者
の
定
義
に
難

病
等
が
追
加
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
国
に
お
い
て
は
障
害
者
権
利
条
約
の
理
念
に
沿
っ
た
国
内
法
の
法
整

備
が
行
な
わ
れ
、
障
が
い
者
の
自
己
選
択
、
自
己
決
定
に
よ
る
地
域
生
活
、
障

が
い
当
事
者
の
参
画
に
よ
る
障
が
い
者
施
策
等
が
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
も

と
国
民
が
相
互
に
個
性
を
尊
重
し
あ
う
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
協
会
も
今
後
一
層
、
障
が
い
者
が
地
域
生
活
を
送
る
上
で
、
「
安
全
・
安

心
の
地
域
社
会
」
を
目
指
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
確
保
等
、
障
が
い
者
福

祉
の
向
上
に
皆
様
と
一
緒
に
運
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
一
般
社
団
法
人
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
の
ご
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
設
立
2
0
周
年
「
記
念

誌
」
発
刊
の
お
祝
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

石



漸
圃

岩
手
県
難
病
連
設
立
2
0
周
年
に
寄
せ
て

～
闘
病
生
活
4
0
年
～

二
社
）
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
岩
手
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
役

　

駒

　

場

　

恒

　

雄

　

難
病
連
結
成
準
備
会
の
案
内
を
、
千
葉
健
一
代
表

か
ら
頂
い
た
の
は
2
0
年
前
に
な
る
。
当
時
を
振
り
返

る
と
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
政
策
医
療
の
扱
い
で
、

特
定
疾
患
な
ど
の
難
病
と
医
療
制
度
上
の
違
い
も
あ

り
、
１
年
遅
れ
で
参
加
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

小
生
は
4
3
年
前
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
発
症
し
悩
ん
で
い
た
時
、
患
者
会

の
存
在
を
知
り
入
会
し
た
。
手
足
の
筋
力
が
徐
々
に
衰
え
、
病
状
は
止
ま
る
こ

と
な
く
悪
化
し
今
も
進
ん
で
い
る
。
根
本
的
治
療
法
は
無
く
、
歩
行
困
難
や
寝

た
き
り
に
な
る
重
篤
な
難
病
だ
っ
た
。
専
門
医
が
県
内
に
は
い
な
い
こ
と
か

ら
、
患
者
同
士
の
交
流
と
患
者
会
の
研
修
会
で
、
病
気
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

病
気
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
日
毎
に
進
行
す
る
身
体
機
能
の
衰
え

に
不
安
や
葛
藤
と
闘
う
毎
日
だ
っ
た
。
階
段
を
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
て
上
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
辛
く
悲
し
い
体
験
は
数
え
き
れ
な
い
。
役
立
た
ず
と
言
わ
れ
、

差
別
と
偏
見
に
苦
し
み
、
生
き
る
気
力
を
奪
う
も
の
だ
っ
た
。
疾
患
に
対
す
る

偏
見
や
将
来
不
安
な
ど
悩
み
を
抱
え
孤
立
し
て
い
た
。
様
々
な
症
状
や
課
題
を

抱
え
る
患
者
家
族
と
出
会
い
、
生
き
方
を
探
し
て
き
た
。

　

遺
伝
子
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
出
会
い
で
誕
生
し
た
生
命
が
抱
え
た
原
因
も
あ
り
、
誰
を

も
恨
む
こ
と
の
で
き
な
い
悩
み
だ
っ
た
。
誰
か
に
聞
い
て
ほ
し
い
と
い
う
不
安

を
話
し
、
自
分
一
人
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
勇
気
を
探
し
求
め
て
い
た
。

　

わ
が
身
を
憂
い
、
悔
し
さ
や
不
安
ば
か
り
嘆
い
て
生
き
る
の
で
は
な
く
、
傾

聴
や
医
師
に
な
い
体
験
と
生
き
方
の
工
夫
を
伝
え
る
重
要
な
役
割
が
あ
っ
た
。

病
気
や
障
害
の
理
解
を
得
る
た
め
、
後
に
続
く
患
者
の
た
め
体
験
を
役
立
て
る

こ
と
も
で
き
た
。

　

病
気
は
進
行
し
一
人
で
寝
起
き
や
日
常
生
活
の
全
て
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

妻
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
介
護
で
生
か
さ
れ
て
い
る
。
病
気
と
い
う
不
運
な
人

生
で
あ
っ
た
が
、
障
が
い
者
理
解
の
た
め
新
聞
投
稿
な
ど
社
会
に
も
訴
え
続
け

て
き
た
。
障
が
い
者
の
体
験
や
思
い
な
ど
を
書
い
た
文
章
に
、
総
理
大
臣
賞
の

栄
誉
を
頂
い
た
の
が
夢
の
よ
う
だ
。

「
き
び
だ
ん
ご
の
会
」
活
動
の
歩
み

二
社
）
全
国
筋
無
力
症
友
の
会

　

岩
手
支
部
長

　

小
野
寺

　

廣

　

子

　

平
成
1
8
年
７
月
に
、
岩
手
県
難
病
連
と
現
・
総
合

花
巻
病
院
医
師
の
方
々
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
友

の
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
岩
手
県
難
病
連
代
表
を

始
め
、
相
談
員
の
方
々
に
、
加
盟
し
て
す
ぐ
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
友
の
会
は
、
「
重
症
筋
無
力
症
」
の
患
者
・
家
族
等
に
よ
っ
て
構
成

拓



さ
れ
た
会
で
す
。
病
気
を
持
っ
て
い
な
が
ら
も
、
い
つ
も
楽
し
い
こ
と
を
見
つ

け
な
が
ら
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
難
病
連
に
加
盟
し
て
か
ら
の
歩
み
を
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

平
成
2
1
年
９
月
に
は
、
総
合
花
巻
病
院
の
医
師
と
会
員
で
、
日
帰
り
バ
ス
ツ

ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
行
先
は
秋
田
県
横
手
市
に
あ
る
「
秋
田
ふ
る
さ
と
村
」

で
、
参
加
者
全
員
で
、
き
り
た
ん
ぽ
作
り
体
験
を
し
た
り
、
散
策
を
し
た
り
と

楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て
き
ま
し
た
。
な
か
な
か
病
気
治
療
を
し
な
が
ら
遠
出

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
患
者
が
多
く
、
医
師
２
名
が
一
緒
に
行
っ
て
く
だ
さ
る

こ
と
は
大
変
あ
り
か
た
い
こ
と
で
し
た
。

　

患
者
会
の
活
動
と
し
て
は
、
「
病
気
を
正
し
く
理
解
す
る
」
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
年
に
一
度
の
医
療
講
演
を
開
催
し
、
医
師
か
ら
の

話
を
聞
き
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
違
う
症
状
と
向
き
合
い
な
が
ら
病
気
に
前

向
き
に
な
れ
る
よ
う
、
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
全
国
フ
ォ
上
フ
ム
に
参
加
し
、
全
国
の
患
者
同
士
が

励
ま
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
研
究
治
療
さ
れ
て
い
る
先
生
方
の
講
演
を
聴

き
、
最
新
の
医
療
情
報
を
会
員
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
で
き
な
い
会
員
の
た
め
に
交
流
の
場
を
設
け
た
い

と
考
え
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
が
平
成
1
9
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
、
各
道
県
を
順
番
に
め
ぐ
り
、
そ
の
都
度
、
医
療
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
、
色
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
て
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
の
友
の
会
の
現
状
と
し
て
は
、
会
員
の
高
齢
化
・
新
入
会
者
が
少
な
い

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
の
進
歩
で
若
い
患
者
さ
ん
は
、
す
ぐ
に
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
で
情
報
が
手
に
入
り
、
友
の
会
に
入
会
し
な
く
て
も
…

と
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
た
く
さ
ん
の
情
報
の
中
か
ら
正
し

い
情
報
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
の
難
し
さ
、
検
索
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
不
安
が
募

る
気
持
ち
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

友
の
会
を
通
し
て
、
患
者
同
士
が
情
報
交
換
し
た
り
、
お
互
い
を
励
ま
し
あ
え

る
環
境
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
友
の
会
だ
け
で
は
な
く
、
難
病
患
者
、
特
に
若
い
世
代
の
就
労
や
生

活
困
難
と
い
っ
た
問
題
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
患
者
会
が
今
、
何
か
で
き
る
の
か
。

　

こ
れ
か
ら
将
来
、
研
究
治
療
が
進
み
、
難
病
が
な
く
な
る
こ
と
が
一
番
で
す

が
、
そ
の
領
域
に
到
達
す
る
ま
で
に
、
療
養
環
境
を
整
え
、
難
病
患
者
で
も
暮

ら
し
や
す
い
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
、
で
き
る
こ
と
の
一
つ
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。
そ
ん
な
環
境
が
作
れ
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
手
県
難
病
連
設
立
2
0
周
年
に
寄
せ
て

二
社
）
全
国
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
友
の
会
岩
手
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長

　

蛙

　

田

　

幸

　

一

　
　
　

設
立
2
0
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
道
の
り
は
、
千
葉
会
長
を
初
め
一
方

な
ら
ぬ
ご
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
と
お
察
し
い
た
し
ま

す
。
又
、
反
面
、
笑
い
と
涙
も
数
多
く
遭
遇
し
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
ご
苦
労
様
で
し
た
。
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
前
進
し
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
６
年
前
に
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
未
知
の
世
界
で
あ
る

耳



第１回　2002年(H14) 10月22日～23日　　　　計12市町村

盛岡市　滝沢村　玉山村　岩手町　葛巻町　山形村

久慈市　野田村　普代村　田野畑村　田老町　宮古市

第2ﾂﾞ回2003年(H15) 10珪20日子21日□言言計t3市貯村1

矢巾町　紫波町　石鳥谷町　花巻市　東和町　北上市

金ヶ崎町　水沢市　江刺市　胆沢町　前沢町　平泉町

一関市

第3徊　2004年(H16) 10月７日～８日　　　計10市町村

大迫町　宮守村　遠野市　大槌町　山田町　釜石市

大船渡市　住田町　陸前高田市　大東町　千厩町

旅４回2005年(H17) 10月31日～l1月１日□]計晋市町村

一戸町　二戸市　九戸村　軽米町　大野村　種市町

川井村　雫石町

※２０００年「岩手県難病連絡協議会」発足

～第１回から第４回までに、

　　　　　　　　　　

県内全市町村を一巡したことになります～

第５阿仁2006年(H18 ﾋﾟＵ理９日で吋O日.,，万万計10市町村

盛岡市　花巻市　奥州市　一関市　北上市　湯田町

西和賀町　沢内村

第６回　2006年(H19) 11月14日～15日(L月16日計４市

盛岡市　八幡平市　花巻市　奥州市

第７回2008年(H20) 11J!19日‥ 計１町､⑤2ヵ所

葛巻町　久慈保健所　久慈市福祉事務所

第齢回≒2009年(H21 斗升26日 ………計２市町｀

北上市　金ヶ崎町

第９回　2010年(H22) 11月１日　　　　　　　計２市村

久慈市　田野畑村

※2009.5.24改称「岩手県難病・疾病団体連絡協議会」

　

人口一人１円の資金協力をいただいた市町村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(2002年～2019年）

滝沢村、岩手町、普代村、大迫町、住田町、大東町、千厩町、

九戸村、大野村、雫石町、種市町、西和賀町、一戸町

　

住田町におかれましては、

2004年から2019年の長年にわ

たり「難床兜者支援金」をい

ただいております。

　

2019年の交流会では、感謝

状をもって謝意を表しました。

　

ありがとうございました。

【
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
目
的
】

☆
難
病
に
対
す
る
各
市
町
村
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
住
民
に
対
す
る
啓
発
を
行
う
こ
と
。

☆
在
宅
で
独
り
ぼ
っ
ち
の
難
病
患
者
に
「
難
病
連
」
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
。

☆
難
病
連
活
動
に
必
要
な
資
金
を
集
め
る
た
め
の
不
要
入
れ
歯
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
依
頼
す
る
こ
と
。

☆
岩
手
県
難
病
セ
ン
タ
ー
設
立
を
め
ざ
し
、
県
内
市
町
村
、
人
口
ひ
と
り
一
円
の
資
金
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
。

①
難
病
啓
発
の
た
め
の
市
町
村
巡
回
「
難
病
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
（
第
１
回
～
第
９
回
）

Ｊ
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八 W % ゝ % %
胆012年該H油脂珪､3習言言倍額朧朧俗説贈位計社町⑤1顔貌

田老町　宮古ワークステーション

ﾐ|宿願⑩⑤席順言
大船渡市　陸前高田市　住田町　釜石市　宮古市　山田町　田野畑村

宮古保健所　久慈保健所

０４月１９日宮古市・釜石市

　

難病連から３名が腎臓病の友の会を訪問

　

腎臓病の会員24人の方々から、被災状況や被災後の療養の状況などを伺いま

した。宮古地区はさいわい人工透析に支障はなかった様子でした。釜石地区で

は、小学校へ避難し、翌朝非常食はバナナだったが、カリウムが多いため食べ

ることができなかったとのことでした。久しぶりに会員さんたちは、ゆっくり

と昼食や、お茶の時間を過ごすことができ、お互い無事であったことを喜んで

いました。

～「セーフティいわて」からの支援物資の食料や衣類を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

配布し、喜んでいただきました～

－－－一一一一－－－－－－－－－一一‘一－－－－－－－一一－－一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一一－’－－－－－－－－－－一一‘－－－－－－－－－－－－－”－－－－－－－－－
－ － － － － － － － － －

東日本大震災・被災難病患者アンケート(201 1年９月～11月）

　

岩手難病連では被災された会員(115名）を対象にアンケート調査を実施し、

108人（回答率94％）の方から回答がありました。

　

悲痛な叫びが調査において明らかになりました。

被災肺違作興言，UIL被災吟じ困厘からよ言熊胆言言言言朧朧言言諮言言言言

眠れなかった

体調を崩した

具合が悪かった

入院した

寝込んだ

停電だった、ガソリンがなかった、薬が不足した

寒かった、病院と連絡が取れなかった、酸素がなかった

避難先で窮屈だった、食糧が不足した、灯油がなかった、

ガスが使えなかった、おむつがなかった

医療機器が使えなかった

猛炎快滉言言診行政府]か
)朧氷海汚回顧毀幌屡は胆府庁前言皆目

　　　　　　S　　　　　　　　　J♂♂%　ゝ　〃　　♂〃♂%WS%W〃〃

家が全壊した

家財をなくした

塞が半壊した

浸水した

家族を失った

車を失った

多くの人たちから支援をいただいて感謝の気持ちです。

仮設では歩くことに最も不便を感じています。

支援を望むことすらできなくなりました。

自衛隊から食料の支援を受け、恵まれていました。

家族が水運びなどをしているのに、何もできなくて辛かっ

た。

　

アンケートを集計してみて、未曾有の大災害に被災したにもかかわらず、多

くの被災者が救援には感謝の気持ちを表しておりました。岩手県人の強さ、優

しさに触れて感動を覚えました。家族を失い、避難生活をしている方からもア

ンケートに回答を頂きました。難病患者も多くの命が失われました。残された

被災者は生き証人であり、後世へ語り継ぐ証言者でもあります。敢えて、分析

の考察は差し控えたいと思います。大震災の被災状況やその心情を調査結果か

ら受け止めて頂きたい。それが切なる願いです。

Ｊ

2
0
1
1
年

　

平
成
2
3
年
３
月
1
1
日
東
日
本
大
震
災
発
生

②
「
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
Ｉ
」
東
日
本
大
震
災
と
被
害
者
支
援
（
第
1
0
回
・
第
1
1
回
）



第 回副題6穏願撰即諾ﾃﾞ対面白言行片側字詰胆 ！ 贈尚
|IH｜

U県内市暗付胆胆

　

7月24日～12月３日の間に、９回５日間にわたり、患者さんと共に全市町村

を訪問し、下記要望書を提出しました。

　

盛岡市職業安定所に「難病患者就職サポーター」が１名配置され、キャラバ

ンにも同行して就労相談に当たってくださいました。

　　　　　　　　　　　　　　　　

要望

１．『障害者総合支援法』施行に伴い、難病患者も障がい福祉サービス等の

　

対象者となりました。対象者に対する周知徹底、福祉サービスの充実をお

　

願いします。

２．難病患者の療養支援､就労を希望する方への職域開拓に努めてください。

３．災害時の医療・福祉を結合した支援策を講じてください。

４．「ひとりぼっちの難病患者」を作らないために、難病連の紹介のご協力

　

をお願いします。

＝ ＝ ＝
一 一 － － － － － －

置13回遊2o1悟鼓弓6延言賜り回腸言言言言言言誰誰娃X往胆鎧

大船渡市　陸前高田市　住田町　釜石市　大槌町　宮古市　山田町　岩泉町

田野畑村　久慈市　洋野町　野田村　普代村

　

第12回までは、難病連独自で開催しておりましたが、第13回からは、市町村

と共催で「在宅療養支援のための交流・相談会」を開催しました。

　

開催の動機は、「難病患者の声を直接聞きたい」「市町村単位で交流会を開催

してほしい」との要望があったことと、「災害を風化させない」という強い思

いがあったことでした。

③
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
及
び

　

難
病
患
者
就
労
支
援
（
第
1
2
回
）

④
「
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
Ⅱ
」

　

沿
岸
部
1
3
市
町
村
と
共
催
（
第
1
3
回
）

ご



※2015年２月２３日改称「一般社団法人岩手県難病・疾病団体連絡協議会」

　

葛巻町との交流会の打ち合わせを重ねていく中で、町内の民生委員及び保健

委員を対象として「難病について学ぶ町民講座」と題して、葛巻町の健康福祉

課長より講演の依頼がありました。

　

当日は前段に「難病について」解説し、後段に講話することにいたしました。

講話は、当町出身の川下真由美さんにお願いしました。 ＨＡＭという病気のた

め、車椅子生活になりながらも３人の子育てをした、波乱の療養生活を熱く語

り、難病と共に強く生きている川下さんに、町民から熱い激励の言葉をいただ

きました。涙・涙の講話でした。

－ － ㎜ － － ㎜ ㎜ Ｗ － － ㎜ － ㎜ ㎜ Ｗ － － － ㎜ － ㎜ － － － － － － －
Ｗ ㎜ ㎜ ㎜ － ㎜ － － Ｗ － － ㎜ ㎜ Ｗ － － 皿 ㎜ ㎜ － － － － － － －

事業の目的

　

児童福祉法に基づき、慢性的な疾病にかかっていることにより、長期にわ

たり療養を必要とする児童等の健全育成及び自立促進を図る。目的実現のた

めに、本人、家族からの相談に応じ、必要な情報の提供・助言をしながら関

係機関との連絡調整等の事業を行う。

年間の活動内容

○自立支援員２名配置

１．関係機関への訪問

　　

岩手県内各保健所及び県内各市町村と小児科のある県立病院、支援事業所等

２。患者交流会への参加

　　

2016年11月13日

　

ぽけっとの会の講演会

　　　

など５件

３．保健所主催の家族交流会へ参加

　　

2016年10月14日

　

小児慢性特定疾患家族の情報交換会

　　　　　　　　　　

（中部保健所）

　　　　　　　

など３件

４．県主催研修会・協議会等への参加

　　

2016年３月23日

　

平成27年度岩手県慢性疾病児童等地域支援協議会

　　　　　　　　　　

（仮称）連絡会議（子ども子育て支援課）など３件

５．小児慢性特定疾病児支援事業の理解のために講演会を開催

　　

テーマ「小児慢性特定疾病児童等自立支援事業と今、私たちにできる

　　　　　　

こと」

　　

講

　

師:ＮＰＯ難病のこども支援ネットワーク専務理事

　

小林信秋氏

　　

開催日:2016年11月11日

Ｊ

２
０
「
－
６
年
２
月
～

⑤
「
自
ら
体
験
を
語
る
」

　
　
　
　

葛
巻
町
（
第
1
6
回
）

⑥
小
児
慢
性
疾
病
児
の
支
援
始
ま
る

　

岩
手
県
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー



１

「
一
般
社
団
法
人
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
」
か
ら
の
要
望
事
項

要
望
１

難
病
患
者
の
支
援
に
つ
い
て

要
望
団
体
名
一
二
般
社
団
法
人
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
」

　

【
要
望
内
容
】

①

　

難
病
専
門
医
を
養
成
し
、
県
立
病
院
の
機
能
を
強
化
し
つ
つ
、
広
域
な
岩

　

手
の
難
病
医
療
を
充
実
し
て
く
だ
さ
い
。
〔
新
規
〕

②

　

岩
手
県
に
は
、
難
病
専
門
医
が
少
な
く
、
遠
方
か
ら
通
院
し
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
事
例
も
多
い
の
で
、
遠
方
の
方
へ
の
通
院
費
の
補
助
も
お
願
い
し
ま

　

す
。
〔
新
規
〕

③

　

災
害
時
に
難
病
患
者
が
利
用
で
き
る
医
薬
品
、
食
材
等
を
備
蓄
す
る
福
祉

　

避
難
所
の
設
置
を
各
市
町
村
に
整
備
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
が
、
そ
の
進

　

捗
状
況
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
〔
継
続
〕

【
回
答
内
容
】

（
①
ア
医
療
政
策
室
、

地
域
福
祉
課
）

イ
健
康
国
保
課
、
②
健
康
国
保
課
、
③

①
－
ア

　
　

県
で
は
こ
れ
ま
で
、
医
師
の
絶
対
数
の
確
保
に
向
け
て
、
奨
学
金
に

　

よ
る
医
師
養
成
な
ど
の
取
組
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

　

中
で
、
奨
学
金
養
成
医
師
の
義
務
履
行
と
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
等
を
通

　

じ
、
専
門
医
の
取
得
等
を
支
援
し
、
専
門
的
な
診
療
能
力
を
持
つ
医
師

　

の
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

①
－
イ

　
　

平
成
2
7
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
難
病
法
に
基
づ
き
、
難
病
患
者
に
対

　

す
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
、

　

ま
た
、
平
成
2
9
年
４
月
に
は
「
難
病
医
療
提
供
体
制
の
構
築
に
係
る
手

　

引
き
」
が
示
さ
れ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
本
県
の
難
病
医
療
提
供
体
制

　

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
3
0
年
ｎ
一
月

　

―
日
付
け
で
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
を
岩
手
県
難
病
診
療
連
携
拠
点

　

病
院
と
し
て
指
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

現
在
、
難
病
診
療
連
携
拠
点
病
院
及
び
協
力
病
院
相
互
の
連
携
体
制

　

を
強
化
す
る
た
め
、
拠
点
・
協
力
病
院
の
診
療
体
制
の
公
表
、
協
力
病

　

院
の
追
加
指
定
等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
連
携
の
円
滑
化
に
向

　

け
、
平
成
3
0
年
度
に
実
務
者
連
絡
会
議
を
設
置
し
必
要
な
調
整
を
行
っ

　

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
、
県

　

内
の
難
病
医
療
提
供
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

②

　

本
県
の
難
病
医
療
提
供
体
制
の
状
況
に
よ
り
、
難
病
患
者
の
皆
様
に

　

は
、
遠
方
の
医
療
機
関
へ
の
通
院
負
担
を
お
か
け
し
て
い
る
例
が
多
い

　

も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
県
に
お
い
て
は
、
現
在
、
可
能
な
限
り
身
近

　

な
地
域
で
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
難
病
診
療
連
携
拠
点
病

　

院
及
び
協
力
病
院
の
診
療
体
制
等
の
公
表
や
協
力
病
院
の
追
加
指
定
等

　

の
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

ご
要
望
の
通
院
費
用
に
対
す
る
補
助
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
・
東
北

　

地
区
で
は
、
宮
城
県
に
お
い
て
、
2
0
歳
未
満
の
指
定
難
病
等
の
患
者
の

　

「
通
院
介
護
費
用
」
と
し
て
一
定
額
を
補
助
し
て
い
る
例
が
あ
る
の
み

　

で
あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
、
患
者
負
担
の
軽
減
の
在
り

　

方
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

③

　

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
５
月
時
点
で
県
内
肌
市
町
村

　

に
て
整
備
済
と
な
っ
て
お
り
、
残
り
の
２
市
町
村
に
つ
い
て
も
整
備
に

Ｊ



向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
で
は
、
内
閣
府
が
示
し
て
い
る
「
福
祉
避
難
所
の
確
保
・
運

営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
2
8
年
４
月
）
に
よ
り
、
福
祉
避
難
所
に
指

定
し
た
施
設
の
管
理
者
と
連
携
し
て
、
物
資
・
器
材
の
備
蓄
や
災
害
時

の
速
や
か
な
調
達
の
た
め
の
協
定
締
結
、
医
療
機
関
と
の
連
携
な
ど
の

取
組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
で
は
、
市
町
村
に
対
し
、
難
病
患
者
の
方
々
を
は
じ
め
要
配
慮
者

の
方
々
に
必
要
な
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
福
祉
避
難
所
の
指
定
や
環

境
整
備
に
つ
い
て
、
会
議
や
研
修
会
等
の
機
会
を
通
じ
て
、
引
き
続
き

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

要
望
２

　

難
病
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　

要
望
団
体
名
≒
一
般
社
団
法
人
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
」

　

【
要
望
内
容
】

①

　

軽
症
者
認
定
制
度
に
よ
り
、
困
窮
し
て
い
る
難
病
患
者
を
救
済
し
て
く
だ

　

さ
い
。
〔
継
続
〕

②

　

す
べ
て
の
指
定
難
病
患
者
に
、
難
病
手
帳
を
発
行
し
て
、
医
療
・
福
祉
サ
ー

　

ビ
ス
の
充
実
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。
〔
継
続
〕

③

　

「
特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
」
の
更
新
手
続
き
を
簡
素
化
し
、

　

有
効
期
間
を
２
～
３
年
に
延
長
す
る
よ
う
、
国
に
働
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

〔
新
規
〕

【
回
答
内
容
】
（
①
健
康
国
保
課
、
②
健
康
国
保
課
、
③
健
康
国
保
課
）

①

　

難
病
医
療
費
助
成
制
度
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
の
懇
談
会
に
お
い
て

　

同
様
の
ご
要
望
を
頂
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
年
６
月
に
実
施
し
た

　

2
0
2
0
年
度
政
府
予
算
提
言
・
要
望
に
お
い
て
、
よ
り
多
く
の
難
病

　

患
者
が
救
済
さ
れ
る
認
定
基
準
へ
の
見
直
し
を
行
う
よ
う
、
新
た
に
要

　

望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

国
で
は
、
先
般
、
難
病
法
附
則
第
２
条
に
基
づ
き
、
本
格
的
な
法
の

　

規
定
の
見
直
し
に
係
る
議
論
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ご
要
望
に

　

関
連
す
る
事
項
と
し
て
「
重
症
度
基
準
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
も
検
討

　

す
る
べ
き
論
点
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視

　

し
、
必
要
に
応
じ
て
要
望
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

②

　

指
定
難
病
の
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
対
し
て
は
「
特
定

　

医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
」
を
発
行
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

　

難
病
医
療
費
助
成
の
ほ
か
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
指
定
難
病
に
か
か
っ
て
い
る
も
の

　

の
、
重
症
度
を
満
た
さ
な
い
た
め
に
不
認
定
と
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て

　

も
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
を
行
う
際
に
、
診
断
書
等
に
代
え

　

て
、
指
定
難
病
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
の
証
明
と
し
て
不
認
定
通
知
を

　

使
用
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
国
の
法
の
規
定
の
見
直
し
に
お
い
て
、
ご
要
望
に
関
連
す
る

　

事
項
と
し
て
、

Ｏ

　

「
重
症
度
を
満
た
さ
な
い
た
め
に
医
療
費
助
成
の
支
給
認
定
が
不
認

　

定
と
な
っ
た
患
者
（
軽
症
者
）
を
対
象
と
し
て
、
指
定
難
病
に
か
か
っ

　

て
い
る
こ
と
の
証
明
と
な
る
軽
症
者
登
録
証
（
仮
称
）
を
発
行
し
、
福

　

祉
サ
ー
ビ
ス
や
就
労
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
」
や

Ｏ

　

「
難
病
患
者
の
療
養
生
活
を
支
え
る
た
め
に
、
他
の
障
害
と
の
差
別

Ｊ



　

を
な
く
し
、
就
学
・
進
学
、
雇
用
・
就
労
、
障
害
年
金
、
介
護
支
援
、

　

補
助
具
及
び
生
活
支
援
用
具
等
の
す
べ
て
の
障
害
者
施
策
の
対
象
と
す

　

る
こ
と
」

　

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
べ
き
論
点
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の

　

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③

　

難
病
法
は
、
難
病
に
係
る
新
た
な
公
平
か
つ
安
定
的
な
医
療
費
助
成

　

制
度
の
確
立
、
難
病
の
医
療
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
の
推
進
、
療
養

　

生
活
環
境
整
備
事
業
の
実
施
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

　

制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
　

こ
の
う
ち
、
難
病
の
医
療
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
の
推
進
に
関
し

　

て
は
、
国
に
お
い
て
指
定
難
病
患
者
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
医

　

薬
品
、
医
療
機
器
及
び
再
生
医
療
等
製
品
の
開
発
を
含
め
た
難
病
の
研

　

究
に
有
効
活
用
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
特
定
医

　

療
費
（
指
定
難
病
）
支
給
認
定
申
請
書
に
添
付
頂
い
た
臨
床
調
査
個
人

　

票
に
つ
い
て
は
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
た
め
、
そ
の
写
し

　

を
国
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
　

難
病
の
病
状
の
変
化
を
把
握
す
る
こ
と
は
難
病
研
究
に
必
要
不
可
欠

　

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
１
年
間
の
有
効
期
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の

　

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
国
の
法
の
規
定
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
「
医
療
費
助
成
の

　

申
請
手
続
の
簡
素
化
」
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
べ
き
論
点
と
さ
れ
て
い

　

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

　

ま
す
。

要
望
３

岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
の
移
転
に
伴
い
生
す
る
問
題
に
つ
い
て

要
望
団
体
名
一
「
一
般
社
団
法
人
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
」

　

【
要
望
内
容
】

①

　

交
通
機
関
の
利
便
性
が
悪
く
、
通
院
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

　

す
。
ど
の
よ
う
な
指
導
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
〔
新
規
〕

②

　

第
二
次
、
三
次
の
救
急
医
療
機
関
を
内
丸
に
も
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。
〔
新

　

規
〕

③

　

子
ど
も
の
入
院
に
対
し
、
家
族
が
安
価
に
宿
泊
利
用
で
き
る
施
設
を
病
院

　

内
に
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。
〔
新
規
〕

【
回
答
内
容
】
（
①
医
療
政
策
室
、
②
医
療
政
策
室
、
③
健
康
国
保
課
）

①

　

岩
手
医
科
大
学
に
お
い
て
は
、
現
在
の
内
丸
地
区
施
設
の
老
朽
化
及

　

び
敷
地
面
積
の
狭
隆
化
に
よ
り
、
矢
巾
地
区
へ
の
附
属
病
院
移
転
を
決

　

定
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　
　

新
病
院
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
は
、
矢
巾
地
区
へ
の
移
転
に
伴

　

う
課
題
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
、
県
と
し
て
は
、
矢
巾
ス
マ
ー
ト
イ
ン

　

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
や
徳
田
橋
の
か
け
か
え
整
備

　

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
県
で
は
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
と
Ｊ
Ｒ
間
の
直

　

通
乗
り
入
れ
の
増
便
に
つ
い
て
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ

　

ス
事
業
者
に
お
い
て
は
、
路
線
バ
ス
の
新
病
院
へ
の
乗
り
入
れ
や
、
矢

　

幅
駅
に
お
け
る
鉄
道
と
の
乗
り
継
ぎ
調
整
を
行
う
と
聞
い
て
お
り
、
公

　

共
交
通
の
利
便
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま

　

す
。

刄



②

　

本
県
に
お
け
る
第
二
次
救
急
医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
は
、
二
次
保

　

健
医
療
圏
単
位
で
病
院
群
輪
番
制
に
よ
り
、
ま
た
、
第
三
次
救
急
医
療

　

提
供
体
制
に
つ
い
て
は
、
３
か
所
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
取

　

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
の
移
転
後
は
、
第
二
次
及
び
三
次
救
急
医

　

療
は
矢
巾
の
新
病
院
で
引
続
き
対
応
さ
れ
ま
す
が
、
病
院
の
移
転
に
伴

　

い
、
盛
岡
市
内
の
県
立
中
央
病
院
や
盛
岡
市
立
病
院
に
お
い
て
、
救
急

　

患
者
受
入
体
制
拡
充
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

県
と
し
て
は
、
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
移
転
後
に
お
け
る
救
急
患

　

者
の
搬
送
・
受
入
状
況
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
関
係
医
療
機
関
等

　

と
連
携
し
、
救
急
医
療
提
供
体
制
が
適
切
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組

　

ん
で
い
き
ま
す
。

③

　

岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
に
子
ど
も
が
入
院
し
た
場
合
の
家
族
の
宿

　

泊
に
つ
い
て
は
、
可
動
式
ベ
ッ
ド
を
病
室
内
に
準
備
す
る
ほ
か
、
病
院

　

敷
地
内
に
建
設
さ
れ
た
ホ
テ
ル
に
、
患
者
の
家
族
等
が
宿
泊
す
る
場

　

合
、
宿
泊
料
を
通
常
料
金
か
ら
1
0
％
割
引
す
る
方
向
で
調
整
し
て
い
る

　

と
聞
い
て
い
ま
す
。

要
望
４

②

　

活
動
場
所
の
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
手
帳
が
な
い
と
助
成
対
象
に
な
ら
な

い
場
合
が
多
い
。
総
合
支
援
法
の
趣
旨
に
則
り
、
難
病
患
者
も
他
の
障
が
い

者
と
同
等
に
障
が
い
者
と
し
て
減
免
対
象
に
す
る
よ
う
、
指
導
し
て
く
だ
さ

い
。
〔
新
規
〕

二
回
答
内
容
】

（
健
康
国
保
課
）

患
者
会
活
動
場
所
の
確
保
と
利
便
性
の
確
保
に
つ
い
て

要
望
団
体
名
≒
一
般
社
団
法
人
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
」

　

「
要
望
内
容
」

①

　

難
病
患
者
会
の
活
動
の
場
の
確
保
と
拡
大
に
む
け
て
利
便
性
を
図
っ
て
く

　

だ
さ
い
。
〔
新
規
〕

①
、
②

　
　

公
立
の
施
設
の
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
管
理
者
が

　

定
め
た
基
準
に
基
づ
き
減
免
が
行
わ
れ
て
お
り
、
患
者
会
の
利
用
に
関

　

し
て
は
、
障
害
者
手
帳
保
有
者
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
例
や
、
「
そ

　

の
他
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
場
合
」
等
の
規
定
に
よ
り
減
免
が
行
わ

　

れ
て
い
る
例
な
ど
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
の
際
に
は
、

　

そ
の
都
度
施
設
管
理
者
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

国
で
は
、
先
般
、
難
病
法
附
則
第
２
条
に
基
づ
き
、
本
格
的
な
法
の

　

規
定
の
見
直
し
に
係
る
議
論
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ご
要
望
に

　

関
連
す
る
事
項
と
し
て
「
難
病
患
者
の
療
養
生
活
を
支
え
る
た
め
に
、

　

他
の
障
害
と
の
差
別
を
な
く
し
、
就
学
・
進
学
、
雇
用
・
就
労
、
障
害

　

年
金
、
介
護
支
援
、
補
助
具
及
び
生
活
支
援
用
具
等
の
す
べ
て
の
障
害

　

者
施
策
の
対
象
と
す
る
こ
と
」
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
べ
き
論
点
と
さ

　

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
考

　

え
て
い
ま
す
。

（
参
考
）

　
　

難
病
患
者
の
利
用
料
が
減
免
さ
れ
て
い
な
い
施
設
と
し
て
、
事
前
に

　

矢
巾
町
の
「
や
は
ぱ
１
く
」
や
盛
岡
市
の
「
ア
イ
ー
ナ
」
が
あ
る
と
伺
っ

　

て
お
り
ま
す
。

認



　

県
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
「
や
は
ぱ
１
く
」
に
つ
い
て
は
、
町
の
規

則
（
そ
の
他
町
長
が
認
め
る
場
合
）
に
基
づ
き
、
難
病
連
と
し
て
の
活

動
は
利
用
料
を
減
免
で
き
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

「
ア
イ
ー
ナ
」
に
つ
い
て
は
、
減
免
規
定
に
基
づ
き
審
査
を
行
っ
て

お
り
、
申
請
内
容
に
応
じ
た
減
免
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
障
が
い
者

手
帳
保
有
者
と
難
病
患
者
に
お
け
る
審
査
上
の
差
は
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。

２

　

加
盟
団
体
か
ら
の
要
望
事
項

要
望
１

　

重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）
医
療
費
助
成
制
度
の
助
成
条
件
に
つ
い
て

　
　
　
　

要
望
団
体
名
一
「
岩
手
県
腎
臓
病
の
会
」

　

【
要
望
内
容
】
〔
新
規
〕

　

身
体
障
害
者
手
帳
取
得
に
つ
い
て
、
岩
手
県
で
は
３
級
の
者
は
医
療
費
助
成

対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
３
級
取
得
の
者

も
助
成
対
象
と
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

【
回
答
内
容
】
（
健
康
国
保
課
）

　

重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
は
、
市
町
村
に
お
い
て
実
施
し
て
お

り
、
県
は
市
町
村
が
医
療
費
助
成
を
実
施
し
た
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
１

／
２
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

県
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
心
身
の
健
康
を
保
持
す
る
と
と
も
に
生
活
の

安
定
を
図
る
た
め
、
重
度
の
障
が
い
に
よ
り
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制

限
さ
れ
る
身
体
障
害
者
手
帳
―
・
２
級
の
方
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
の
補
助
対
象
を
拡
大
す
る
場
合
、
多
額
の
財
源
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
、
本
県
で
は
、
県
立
病
院
等
事
業
会
計
負
担
金
が
多
額
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
事
情
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

県
の
医
療
・
福
祉
政
策
全
体
の
中
で
、
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
町
村
の
判
断
に
よ
り
、
県
の
基
準
を
拡
大
し
て
実
施
し
て
い

る
場
合
も
あ
り
、
盛
岡
市
な
ど
県
内
の
９
市
町
に
お
い
て
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
３
級
の
方
に
つ
い
て
も
、
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
の
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

要
望
２

　

県
立
病
院
に
お
け
る
透
析
治
療
の
充
実
化
に
つ
い
て

　
　
　
　

要
望
団
体
名
≒
岩
手
県
腎
臓
病
の
会
」

　

「
要
望
内
容
」
〔
新
規
〕

　

県
立
病
院
で
の
透
析
治
療
は
３
～
４
時
間
透
析
が
大
部
分
を
占
め
、
透
析
治

療
の
４
時
間
週
３
回
は
人
間
が
生
き
る
た
め
の
最
低
時
間
で
あ
り
、
日
常
生
活

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、
就
労
す
る
た
め
の
体
力
維
持
の
た
め
に
は
長
時
間
透
析
（
６
時
間

以
上
か
週
４
回
）
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
患
者
が
希
望
す
れ
ば
長
時
間
透

析
が
で
き
る
体
制
の
設
備
、
ま
た
、
常
駐
の
担
当
医
師
が
い
な
い
、
回
診
が
少

な
い
な
ど
を
改
善
し
て
く
だ
さ
い
。
透
析
治
療
に
係
る
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
技
術

向
上
の
充
実
化
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

お



「
回
答
内
容
」
（
医
療
局
）

　

透
析
時
間
は
医
師
の
指
示
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

長
時
間
透
析
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、
医
療
従
事
者
の
確
保
等
の
課

題
が
あ
り
、
早
急
な
対
応
は
困
難
で
す
が
、
地
域
の
医
療
環
境
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　

県
立
病
院
で
は
、
医
師
の
絶
対
数
が
不
足
す
る
中
、
高
度
専
門
ス
タ
ッ

フ
を
育
成
し
、
医
師
の
負
担
軽
減
と
医
療
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
透
析
医
療
に
つ
き
ま
し
て
も
認
定
看
護
師
を
計
画
的
に
育
成
す
る
な

ど
、
医
療
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

要
望
３

　

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
配
布
と
県
民
全
体
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
の
方
法
に

　
　
　
　

工
夫
を
強
く
要
望

　
　
　
　

要
望
団
体
名
≒
一
般
社
団
法
人
全
国
膠
原
病
友
の
会
岩
手
県
支
部
」

　

【
要
望
内
容
】
〔
新
規
〕

　

今
後
も
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
必
要
と
す
る
患
者
た
ち
は
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
県
民
に
啓
発
し
て
く
だ
さ
い
。
同
時
に
配
布
個
数
、
場
所

も
増
や
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
何
の
た
め
に
取
っ
て
い
る
の
か
、

使
用
目
的
と
活
用
に
つ
い
て
も
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
回
答
内
容
】
（
地
域
福
祉
課
）

　

県
で
は
、
全
戸
配
付
の
県
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

を
掲
載
し
県
民
に
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
広
域

振
興
局
や
市
町
村
の
配
付
窓
口
の
ほ
か
、
公
共
交
通
機
関
の
御
協
力
に
よ

り
駅
舎
内
な
ど
に
掲
示
し
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
周
知
・
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
県
民
の
方
が
受
け
取
り
や
す
い
よ
う
、
広
域
振
興
局
の
窓
口
だ

け
で
な
く
、
市
町
村
の
御
協
力
の
も
と
県
内
全
市
町
村
の
窓
口
で
配
付
し

て
お
り
、
お
問
合
せ
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け
お
近
く
の
窓
口

を
御
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
使
用
し
た
い
場
面
な
ど
を
お
聞
き

し
、
効
果
的
な
普
及
啓
発
の
方
法
等
を
検
討
す
る
た
め
に
御
協
力
を
お
願

い
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
踏
ま
え
て
、
今
後
、

更
な
る
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

要
望
４

　

成
人
先
天
性
心
疾
患
患
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

要
望
団
体
名
≒
い
わ
て
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会
」

　

【
要
望
内
容
】
〔
継
続
〕

①

　

障
害
者
手
帳
や
障
害
年
金
の
申
請
書
の
様
式
が
病
児
者
の
実
態
に
即
し
て

　

い
な
い
。
審
査
で
打
ち
切
り
に
な
っ
た
半
数
ほ
ど
が
心
臓
病
な
ど
の
内
部
障

　

が
い
と
い
う
。
審
査
を
改
善
し
て
く
だ
さ
い
。

②

　

成
人
を
迎
え
る
先
天
性
心
疾
患
患
者
に
つ
い
て
、
自
立
へ
の
支
援
を
お
願

　

い
し
た
い
。

二
回
答
内
容
」
（
①
障
が
い
保
健
福
祉
課
、
②
子
ど
も
子
育
て
支
援
課
）

①

　

身
体
障
害
者
手
帳
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
ご
と
に
判
定
結
果
に
違

　

い
が
な
い
よ
う
国
が
示
す
診
断
書
様
式
及
び
基
準
に
基
づ
き
認
定
を

ぶ



修
を
修
了
し
て
お
り
、
多
く
の
方
に
登
録
研
修
機
関
に
よ
る
研
修
を
受
講

い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
必
要
な
情
報
を
周
知
す
る
な
ど
受
講
機
会
の

確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

要
望
10

岩
手
県
内
の
特
別
支
援
学
校
で
は
、
生
徒
の
急
変
に
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
（
救
急
車
の
要
請
な
ど
危
機
管
理
の
方
法
）
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

要
望
団
体
名
≒
一
般
社
団
法
人
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
岩

　
　
　
　
　
　

手
県
支
部
」

　

「
要
望
内
容
」
〔
新
規
〕

　

今
年
５
月
2
0
日
に
宮
城
県
で
先
天
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
患
う
名
取
支
援

学
校
高
等
部
の
生
徒
が
通
学
バ
ス
で
登
校
中
、
た
ん
を
詰
ま
ら
せ
て
窒
息
し
、

死
亡
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
回
答
内
容
」
（
教
育
委
員
会
事
務
局
保
健
体
育
課
）

　

各
校
に
お
い
て
、
緊
急
連
絡
先
や
対
応
の
手
順
が
記
載
さ
れ
た
緊
急
時

了
一
ユ
ア
ル
等
を
作
成
し
対
応
し
て
お
り
、
毎
年
、
緊
急
時
の
対
応
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

要

望

11

¬
て

に
つ
い
て

要
望
団
体
名
≒
公
益
社
団
法
人
日
本
て
ん
か
ん
協
会
岩
手
県
支
部
」

「
要
望
内
容
」
〔
継
続
〕

　

現
在
厚
生
労
働
省
が
進
め
て
い
る
「
て
ん
か
ん
地
域
診
療
連
携
体
制
整
備
事

業
」
に
つ
い
て
、
2
0
1
8
年
か
ら
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
東
北
で
は
宮
城
県
が
同
年
か
ら
、
全
国
的
に
は
す
で
に
1
3
県
が
実
施
し
て

い
ま
す
。
岩
手
県
は
、
て
ん
か
ん
専
門
医
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
活

用
に
よ
る
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

【
回
答
内
容
一
（
障
が
い
保
健
福
祉
課
）

　

「
て
ん
か
ん
地
域
診
療
連
携
体
制
整
備
事
業
」
は
、
都
道
府
県
が
て
ん

か
ん
治
療
を
専
門
に
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
の
う
ち
、
専
門
医
の
配
置
、

機
器
の
整
備
、
外
科
治
療
や
複
数
の
診
療
科
に
よ
る
集
学
的
治
療
の
実
施

等
の
要
件
を
全
て
満
た
す
医
療
機
関
―
か
所
を
拠
点
病
院
と
し
て
指
定

し
、
そ
の
拠
点
機
関
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
、
て
ん
か
ん
治

療
医
療
連
携
協
議
会
の
設
置
運
営
、
専
門
的
な
相
談
支
援
・
治
療
や
関
係

機
関
と
の
連
携
、
研
修
の
実
施
、
普
及
啓
発
な
ど
様
々
な
業
務
を
行
う
も

の
で
す
。

　

平
成
2
9
年
度
ま
で
８
県
で
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
、
平
成
3
0
年

度
か
ら
は
地
域
に
お
け
る
医
療
連
携
体
制
の
整
備
を
目
的
と
し
て
1
3
県
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
医
療
環
境
が
整
っ

た
宮
城
県
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
手
県
保
健
医
療
計
画
で
は
、
て
ん
か
ん
に
つ
い
て
、
「
現
状
把
握
等

に
取
り
組
む
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
度
、
て
ん
か
ん
に
よ
る
精

神
科
病
院
へ
の
通
院
者
数
及
び
入
院
者
数
、
他
県
に
お
け
る
同
事
業
の
実

施
状
況
等
の
把
握
に
務
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
、
精
神
保
健

福
祉
に
係
る
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
の
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
他
県
の
状
況
を

留



把
握
す
る
と
と
も
に
、
県
内
医
療
資
源
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
本
県
に
お

け
る
事
業
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

要
望
12

重
度
身
体
障
が
い
者
の
医
療
費
助
成
を
現
物
支
給
に
変
更
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

要
望
団
体
名
ニ
岩
手
県
網
膜
色
素
変
性
症
協
会
」

　

【
要
望
内
容
】
〔
継
続
〕

　

例
え
一
時
的
と
は
い
え
、
障
害
年
金
の
み
で
生
活
し
て
い
る
人
に
お
い
て

は
、
病
院
で
の
支
払
い
が
難
し
く
な
り
、
通
院
を
控
え
る
人
が
い
ま
す
。

【
回
答
内
容
】
（
健
康
国
保
課
）

　

県
で
は
、
人
口
減
少
対
策
と
し
て
の
総
合
的
な
子
育
て
支
援
施
策
の
一

環
と
し
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
市
町
村
等
と
協
議
の
う

え
、
平
成
2
8
年
８
月
か
ら
重
度
心
身
障
が
い
児
を
含
む
未
就
学
児
等
を
対

象
と
し
た
窓
口
負
担
の
現
物
給
付
を
実
施
し
て
き
た
ほ
か
、
本
年
８
月
か

ら
は
、
現
物
給
付
の
対
象
を
「
未
就
学
児
」
か
ら
「
小
学
校
卒
業
」
ま
で

拡
大
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
方
単
独
事
業
に
よ
る
医
療
費
助
成
を
現
物
給
付
し
た
場
合
、
市
町
村

国
保
に
対
す
る
国
庫
負
担
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
全
て
の
重
度

心
身
障
が
い
者
（
児
）
を
対
象
に
現
物
給
付
を
し
た
場
合
、
国
庫
負
担
金

の
減
額
措
置
は
、
粗
い
試
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、
年
間
約
７
億
４
千
万
円

と
見
込
ま
れ
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
市
町
村
国
保
の
財
政
状
況
を
更

に
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
「
償
還
払
い
」
を
継
続
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　

県
と
し
て
は
、
毎
年
度
、
減
額
措
置
の
撤
廃
に
つ
い
て
国
に
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
国
知
事
会
か
ら
も
同
様
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
の
一
時
的
な
立
替
が
困
難
な
場
合
に
は
、
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
が
行
う
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
等
の
利
用
が
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
町
村
等
と
連
携
し
て
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

要
望
1
3

　

日
常
生
活
用
具
の
対
象
品
目
を
県
内
市
町
村
で
統
一
す
る
よ
う
に
、

　
　
　
　

各
市
町
村
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い

　
　
　
　

要
望
団
体
名
一
「
岩
手
県
網
膜
色
素
変
性
症
協
会
」

　

「
要
望
内
容
」
〔
新
規
〕

　

現
状
で
は
、
市
町
村
に
よ
り
、
品
目
に
違
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、

市
町
村
格
差
が
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

【
回
答
内
容
】
（
障
が
い
保
健
福
祉
課
）

　

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
は
、
市
町
村
の
地
域
生
活
支
援
事
業
（
必

須
事
業
）
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
給
付
の
対
象
や
条
件
等
は
各
市
町

村
の
裁
量
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
対
象
品
目
を
統
一
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
日
常
生
活

用
具
の
給
付
に
当
た
っ
て
は
、
適
正
な
用
具
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
各
市
町

村
の
給
付
状
況
等
を
把
握
し
、
市
町
村
へ
情
報
提
供
や
助
言
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

Ｊ



「
回
答
内
容
」
（
長
寿
社
会
課
）

　

本
年
６
月
の
県
内
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
全
産
業
の
1
.
3
7
倍
に
対

し
て
介
護
職
で
は
2
.
5
4
倍
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
公
益
財
団
法
人
介

護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成
2
9
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
」
に
お
い

て
、
県
内
の
約
７
割
の
事
業
所
が
「
職
員
の
不
足
感
」
が
あ
る
と
回
答
し

て
い
る
な
ど
、
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
の
み
な
ら
ず
、
介
護
人
材
の
不
足
が
顕

著
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
「
参
入
の
促
進
」
、
「
労
働
環
境
・
処
遇
の
改
善
」

及
び
「
専
門
性
の
向
上
」
の
３
つ
の
視
点
か
ら
、
介
護
の
仕
事
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
員
に
よ
る
求
人
・
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、

労
働
環
境
の
整
備
・
改
善
を
促
進
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
の
導
入
促
進
、
市
町
村
や
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
介
護
職
員
等
を

対
象
と
し
た
研
修
の
実
施
な
ど
の
人
材
確
保
対
策
を
総
合
的
に
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ
り
、
新
卒
者
の
み
な
ら
ず
、
元
気
な
高
齢
者
な
ど

多
様
な
人
材
の
参
入
を
促
す
と
と
も
に
、
就
職
し
た
方
々
の
職
場
へ
の
定

着
を
図
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
必
要
と
さ
れ
る
介
護
人
材
の
確
保
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

要
望
1
7

長
期
入
院
で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

要
望
団
体
名
≒
岩
手
県
急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
友
の
会
」

【
要
望
内
容
】
〔
新
規
〕

入
院
し
て
３
か
月
毎
に
転
院
を
強
要
さ
れ
る
の
が
現
状
で
す
。
入
院
３
か
月

以
降
で
あ
っ
て
も
症
状
が
軽
快
す
る
ま
で
入
院
さ
せ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

【
回
答
内
容
】
（
健
康
国
保
課
）

　

病
気
を
治
療
し
て
い
く
過
程
は
、
急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性
期
な
ど
、

病
気
の
進
行
の
状
況
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
医
療
提
供
体

制
は
そ
の
と
き
の
病
状
に
応
じ
て
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
機
能
を
有
し

た
医
療
機
関
で
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
県
に
お
い
て
は
、
平
成
2
9
年
度
か
ら
、
県
内
の
難
病
医
療
提
供

体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
継
続
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
岩
手
県
難
病
診
療
連
携
拠
点
で
あ
る
岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
や
各

地
域
で
難
病
医
療
を
担
っ
て
い
る
難
病
医
療
協
力
病
院
等
、
各
医
療
機
関

相
互
の
連
携
体
制
を
強
化
し
、
病
状
に
応
じ
た
適
切
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

心



Ｊ
Ｐ
Ａ
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1 5
回
総
会
（
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
Ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
　
Ａ
ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
＾
略
称
Ｊ
Ｐ
Ａ
）

　
　
　
　
　

（
一
般
社
団
法
人
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
）

日
時
一
2
0
1
9
年
５
月
１
９
一
日
（
日
）

場
所
一
損
保
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
神
田
淡
路
町
）

議
案
書

　

１

　

２
．

　

３
．

　

４
．

　

５
．

2
0
1
8
年
度
（
平
成
3
0
年
度
）
活
動
報
告
（
省
略
）

2
0
1
8
年
度
（
平
成
3
0
年
度
）
決
算
報
告
（
省
略
）
・
質
疑

2
0
1
9
年
度
（
平
成
3
1
年
度
）
活
動
方
針
案

2
0
1
9
年
度
（
平
成
3
1
年
度
）
予
算
案
（
省
略
）

役
員
改
選

2
０
１
９
年
度
（
平
成
3
1
年
・
令
和
元
年
度
）
活
動
方
針

は
じ
め
に

　

日
本
に
お
け
る
難
病
対
策
は
、
1
9
7
2
年
の
難
病
対
策
要
綱
の
制
定
か
ら

始
ま
り
、
4
0
年
を
越
え
る
５
　
い
歴
史
を
経
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
の

医
療
の
進
歩
や
社
会
状
況
の
変
化
は
大
変
大
き
く
、
難
病
対
策
の
課
題
は
増
す

ば
か
り
と
な
り
、
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
2
0
0
9
年
７
月

に
開
催
さ
れ
た
第
９
回
厚
生
科
学
審
議
会
疾
病
対
策
部
会
難
病
対
策
委
員
会
に

お
い
て
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
伊
藤
た
て
お
委
員
か
ら
は
「
新
た
な
難
病
対
策
・
特
定
疾
病

対
策
を
提
案
す
る
」
と
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
・
そ
の
後
、
難
病
対
策
委
員
会

で
も
難
病
対
策
の
改
革
に
向
け
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
大
変
多
く
の
方
々
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
2
0
1
4
年
５
月
2
3
日
「
難
病
の
患
者
に
関
す
る
医
療
等
の
法

律
（
難
病
法
）
」
が
成
立
し
、
2
0
1
5
年
１
月
１
日
よ
り
難
病
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

難
病
法
の
基
本
理
念
に
は
「
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
は
、
難
病
の
克

服
を
目
指
し
、
難
病
の
患
者
が
そ
の
社
会
参
加
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
及

び
地
域
社
会
に
お
い
て
尊
厳
を
保
持
し
つ
つ
、
他
の
人
々
と
共
生
す
る
こ
と
を

妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
旨
と
し
て
、
難
病
の
特
性
に
応
じ
て
、
社
会
福
祉
そ
の

他
の
関
連
施
策
と
の
有
機
的
な
連
携
に
配
慮
し
つ
つ
、
総
合
的
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
法
附
則
第
２
条
に
お
い
て
、
「
政
府

は
法
律
の
施
行
後
５
年
以
内
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
、

そ
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
特
定
医
療
費
の
支
給
に
係
る
事
務
の
実

施
主
体
の
在
り
方
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
」

と
さ
れ
て
お
り
、
2
0
2
0
年
１
月
に
施
行
５
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
今
年

は
難
病
法
施
行
５
年
以
内
の
見
直
し
の
具
体
的
な
検
討
を
行
う
年
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
2
0
1
5
年

１
月
―
日
施
行
の
改
正
児
童
福
４
　
法
に
つ
い
て
も
同
様
に
具
体
的
な
検
討
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
難
病
対

策
委
員
会
と
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
へ
の
支
援
の
在
り
方
に
関
す
る
専
門
委
員

会
は
、
合
同
で
審
議
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
難
病
法
並
び
に
改
正
児
童

む



　

度
分
類
等
に
よ
り
、
軽
症
者
と
の
判
断
で
医
療
費
助
成
か
ら
外
れ
て
い

　

る
患
者
が
多
く
い
る
。
医
療
を
必
要
と
す
る
患
者
が
、
発
症
時
か
ら
適

　

切
な
治
療
を
選
択
し
、
安
心
し
て
治
療
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

　

う
、
重
症
度
分
類
の
見
直
し
や
認
定
基
準
の
改
善
な
ど
、
患
者
の
抱
え

　

る
症
状
を
十
分
に
把
握
し
、
重
症
化
さ
せ
な
い
支
援
体
制
と
な
る
よ
う

　

求
め
て
い
く
。

　
　

指
定
難
病
の
認
定
や
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
患
者
が
抱
え
る
生
活

　

上
の
困
難
を
も
十
分
に
捉
え
、
支
援
で
き
る
制
度
で
あ
る
べ
き
で
あ

　

る
。
医
学
の
進
歩
や
他
の
施
策
体
系
が
樹
立
し
て
い
る
疾
病
で
あ
っ
て

　

も
、
見
直
し
に
よ
り
医
療
費
助
成
か
ら
外
れ
る
こ
と
で
、
受
診
抑
制
が

　

起
き
る
よ
う
な
こ
と
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
治
療
や
療
養
生
活
に
影

　

響
か
出
な
い
よ
う
に
求
め
る
。

　
　

申
請
手
続
き
の
簡
素
化
を
求
め
、
申
請
へ
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
。

⑤

　

指
定
難
病
患
者
の
登
録
者
証
を
発
行
し
、
軽
症
者
へ
の
必
要
な
支
援

　

体
制
を
作
る
よ
う
求
め
て
い
く
。
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
っ
た
場
合

　

は
、
す
み
や
か
に
医
療
費
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な

　

る
よ
う
求
め
る
。

⑥

　

難
病
の
医
療
提
供
体
制
の
構
築
に
よ
っ
て
、
ど
こ
に
暮
ら
し
て
い
て

　

も
、
誰
も
が
安
心
し
て
最
適
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

　

求
め
て
い
く
。

⑦

　

難
病
対
策
地
域
協
議
会
が
、
各
地
域
に
お
い
て
設
置
さ
れ
、
患
者
・

　

家
族
を
含
め
た
協
議
を
行
い
、
実
態
や
ニ
ー
ズ
を
充
分
に
把
握
し
、
課

　

題
解
決
に
向
け
て
難
病
対
策
が
よ
り
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
国
か
ら
の
働

　

き
か
け
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ｆ

②

　

小
児
慢
性
特
定
疾
病
対
策

①

　

小
児
医
療
か
ら
成
人
期
医
療
へ
の
移
行
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め
る

　

た
め
に
、
大
学
病
院
へ
の
診
療
科
設
置
の
推
進
や
、
こ
ど
も
病
院
と
同

　

一
自
治
体
に
あ
る
大
学
病
院
と
の
連
携
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
よ
う
働
き

　

か
け
る
。

②

　

国
の
新
規
事
業
と
し
て
、
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
移
行
期
医
療
支
援
セ

　

ン
タ
ー
は
、
未
だ
に
未
設
置
の
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
早
期
に
設
置
、

　

機
能
す
る
よ
う
強
く
働
き
か
け
る
。

③

　

小
児
慢
性
特
定
疾
病
対
策
推
進
協
議
会
は
、
未
設
置
の
都
県
に
対
し
、

　

国
か
ら
の
働
き
か
け
を
行
い
、
実
情
を
把
握
す
る
よ
う
求
め
る
。
地
域

　

難
病
連
を
通
じ
て
の
自
治
体
へ
の
要
請
が
行
え
る
よ
う
働
き
か
け
る
。

一

　

難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
取
組
み

　

全
国
各
地
に
設
置
さ
れ
た
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
専
門
職
の
資

格
を
重
視
す
る
も
の
で
な
く
、
当
事
者
の
参
加
が
大
切
に
さ
れ
、
す
べ
て

の
難
病
患
者
・
家
族
の
最
も
身
近
な
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
支
援
セ
ン

タ
ー
と
な
る
よ
う
に
求
め
て
い
く
。

　

2
0
1
8
年
度
か
ら
順
次
始
ま
っ
た
政
令
市
へ
の
セ
ン
タ
ー
設
置
の
状

況
を
把
握
し
、
現
セ
ン
タ
ー
と
の
情
報
交
換
と
連
携
の
し
く
み
を
つ
く
る
。

一

　

障
害
者
施
策

　

難
病
や
長
期
慢
性
疾
病
者
の
自
立
及
び
社
会
参
加
の
支
援
に
は
、
就

学
、
就
労
、
障
害
年
金
、
介
護
支
援
等
の
施
策
に
お
い
て
、
他
の
障
が
い

者
と
同
等
の
給
付
対
象
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
下
記
の

要
望
等
を
行
う
。

①

　

障
害
者
基
本
法
で
は
、
難
病
は
「
そ
の
他
の
心
身
の
機
能
障
害
」
に

　

含
ま
れ
る
が
、
難
病
も
障
害
の
中
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た

輿



　

め
、
障
害
者
基
本
法
の
改
正
を
行
い
定
義
の
中
に
「
難
病
」
と
具
体
的

　

に
示
す
こ
と
を
要
望
す
る
。

②

　

障
害
分
野
に
お
い
て
世
界
共
通
の
ル
ー
ル
と
し
て
誕
生
し
た
障
害
者

　

権
利
条
約
に
本
邦
が
批
准
し
て
2
0
1
9
年
２
月
で
５
年
が
過
ぎ
た
。

　

し
か
し
、
権
利
条
約
の
内
容
は
あ
ま
り
国
民
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

　

か
ら
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
と
し
て
も
権
利
条
約
を
社
会
に
周
知
す
る
と
共
に
障
害

　

者
差
別
解
消
法
に
よ
る
合
理
的
配
慮
等
の
普
及
に
努
め
る
。

③

　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
お
い
て
は
、
難
病
の
対
象
疾
病
の
拡
大
と
共

　

に
制
度
が
周
知
さ
れ
る
よ
う
に
求
め
て
い
く
。
さ
ら
に
障
害
者
基
本
計

　

画
で
は
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
各
地
域
で
具
体
的
な
支
援
が
促

　

進
さ
れ
る
よ
う
に
求
め
て
い
く
。

④

　

難
病
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
症
状
や
能
力
に
見
合
っ
た
地
域
の
学
校

　

へ
の
就
学
や
高
等
教
育
へ
の
就
学
を
可
能
と
す
る
教
育
環
境
の
整
備
を

　

求
め
て
い
く
。

　

難
病
患
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

　

法
定
雇
用
率
へ
の
枠
組
み
に
難
病
者
を
加
え
る
要
望
に
対
し
て
４
月
８

日
の
厚
労
省
交
渉
に
お
い
て
担
当
官
か
ら
「
垂
要
な
課
題
だ
と
認
識
し
て

お
り
、
時
期
は
明
示
で
き
な
い
が
今
後
対
象
範
囲
な
ど
の
検
討
を
行
な
っ

て
い
く
」
と
い
う
回
答
を
得
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
で
あ
る
。
今
後
、
詳

細
に
つ
い
て
の
検
討
が
専
門
委
員
会
等
で
始
ま
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
必
要
に
応
じ
て
政
府
へ
の
働
き
か
け
を
行
な
い
つ
つ
検
討
を
見
守
る
。

　

治
療
と
就
労
の
両
立
支
援
、
就
労
継
続
に
つ
い
て
の
取
組
み
が
進
む
よ

う
働
き
か
け
る
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
配
置
さ
れ
た
「
難
病
患
者
就
職
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
難

病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
り
、
難
病
患
者
の
就
労
相
談
に
十

6）8）

分
に
対
応
で
き
る
体
制
と
な
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

　

災
害
対
策
に
つ
い
て
の
取
組
み

　

地
震
や
豪
雨
、
台
風
な
ど
の
災
害
は
、
い
つ
何
時
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
。
自
力
で
は
避
難
が
困
難
で
あ
る
患
者
を
要
支
援
者
と
し
て
登
録
を
行

い
、
医
療
的
ケ
ア
や
福
祉
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
人
に
災
害
時
の
対
応
が

自
治
体
で
敏
速
に
行
え
る
よ
う
、
国
に
求
め
て
い
く
。

　

Ｊ
Ｐ
Ａ
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
強
化

　

難
病
や
慢
性
疾
患
対
策
な
ど
具
体
的
な
支
援
は
実
施
主
体
で
あ
る
地
方

自
治
体
で
の
取
組
み
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
の
充
実
・
推
進

に
向
け
て
の
働
き
か
け
が
行
え
る
よ
う
、
地
域
難
病
連
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
も
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
な
ど
の
活
動
を
推
進
す
る
。

　

ゲ
ノ
ム
医
療
に
つ
い
て
の
取
組
み

　

ゲ
ノ
ム
医
療
や
遺
伝
性
疾
患
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
、
Ｊ
Ｐ
Ａ

と
し
て
の
見
解
を
検
討
す
る
。

　

「
医
療
基
本
法
」
の
制
定
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

　

医
療
基
本
法
の
制
定
に
向
け
て
勉
強
会
を
開
催
し
、
取
組
み
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

　

医
療
基
本
法
は
、
医
師
法
、
医
療
法
、
医
薬
品
医
療
機
器
法
な
ど
の
個

別
法
を
束
ね
、
よ
り
良
い
医
療
を
実
現
す
る
た
め
に
、
医
療
の
基
本
理
念

や
患
者
と
医
療
提
供
者
の
関
係
を
定
め
る
も
の
で
、
長
年
に
亘
り
必
要
性

が
訴
え
ら
れ
て
き
た
。

２
。
組
織
体
制

　
　

難
病
疾
病
団
体
や
地
域
難
病
連
、
慢
性
疾
病
患
者
団
体
、
小
児
慢
性
疾
病

　

団
体
等
と
の
交
流
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団

石



体
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、
丁
寧
に
協
議
し
、
連
帯
の
力
を
結
集
し
、
課

題
解
決
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
。

剛

　

活
動
方
針
の
実
行
体
制
を
担
保
す
る
し
く
み
を
作
る

　

①

　

役
員
の
役
割
り
分
担

　
　
　

Ｊ
Ｐ
Ａ
の
活
動
は
、
国
会
や
政
府
各
機
関
、
審
議
会
等
へ
の
働
き
か

　
　

け
や
、
審
議
会
、
委
員
会
な
ど
に
役
員
が
参
画
し
、
日
本
の
患
者
団
体

　
　

を
代
表
す
る
中
央
組
織
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
研
究

　
　

班
へ
の
協
力
依
頼
や
講
演
依
頼
、
新
聞
取
材
や
執
筆
な
ど
、
活
動
も
多

　
　

岐
に
亘
っ
て
い
る
。
役
員
全
員
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
必

　
　

要
が
あ
る
。

　

②

　

事
務
局
体
制
の
強
化

　
　
　

組
織
体
制
の
強
化
の
た
め
に
は
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
窓
口
を
担
う
事
務
局
体

　
　

制
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
財
政
、
広
報
、
サ
ポ
ー
ト
事
業
等
、
そ

　
　

れ
ぞ
れ
に
担
当
理
事
を
お
き
、
事
務
局
と
共
に
活
動
を
進
め
て
い
く
。

㈲

　

組
織
改
革
へ
の
取
組
み

　

①

　

患
者
団
体
が
果
た
す
役
割
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る

　
　
　

人
材
不
足
、
資
金
不
足
の
中
で
、
患
者
・
家
族
だ
け
の
活
動
に
は
限

　
　

り
が
あ
る
。
積
極
的
な
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
組
織
体

　
　

制
の
強
化
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を
行
う
。

　

②

　

「
―
。
０
０
０
人
難
病
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
募
集
を
開
始
す
る

　
　
　

難
病
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
、
活
動
を
応
援
し
、
支
援
し
て
い
た
だ

　
　

く
難
病
サ
ポ
ー
タ
ー
を
広
く
募
る
。
全
加
盟
団
体
の
取
組
み
と
し
、
Ｊ

　
　

Ｐ
Ａ
組
織
の
活
性
化
を
は
か
る
。

㈲

　

「
５
月
2
3
日

　

難
病
の
日
記
念
日
」
へ
の
取
組
み
を
推
進
す
る

　
　

難
病
法
が
成
立
し
た
５
月
2
3
日
を
「
難
病
の
日
」
と
し
て
、
昨
年
、
記

　

念
日
登
録
を
行
っ
た
。
今
年
は
、
初
め
て
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
始
す
る
。

　

全
国
各
地
で
難
病
に
つ
い
て
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
正
し
い
理
解
が
進
み
、

　

共
生
社
会
の
実
現
に
繋
が
る
よ
う
推
進
し
て
い
く
。

　

①

　

難
病
の
日

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　

②

　

難
病
の
日
の
ポ
ス
タ
ー
を
公
募
す
る

　

③

　

難
病
の
日
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
全
国
各
地
で
展
開
で
き
る
よ
う

　
　

検
討
を
行
う

㈲

　

「
難
病
・
慢
性
疾
患
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９
」
の
開
催

　
　

難
病
法
と
改
正
児
童
福
祉
法
（
小
慢
対
策
）
が
施
行
さ
れ
て
い
よ
い
よ

　

５
年
以
内
の
見
直
し
の
検
討
は
正
念
場
と
な
る
。
よ
り
多
く
の
患
者
団

　

体
、
関
係
者
等
と
共
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
実
行
委
員
会
方
式
で
開

　

催
す
る
こ
と
と
し
、
事
務
局
を
Ｊ
Ｐ
Ａ
内
に
置
く
こ
と
と
な
っ
た
。
一
堂

　

に
集
い
、
疾
病
や
障
害
の
違
い
を
超
え
て
、
患
者
・
家
族
の
声
を
集
約
す

　

る
こ
と
で
、
患
者
団
体
の
連
帯
の
力
を
強
化
し
、
私
た
ち
の
要
望
を
社
会

　

に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
の
呼
び
か
け
を
強
化
す

　

る
。
フ
ォ
上
フ
ム
の
成
功
に
向
け
て
Ｊ
Ｐ
Ａ
が
率
先
し
て
取
り
組
む
。

⑤

　

国
会
請
願
署
名
・
募
金
の
取
り
組
み
を
全
加
盟
団
体
に
要
請
す
る

　
　

国
会
請
願
署
名
・
募
金
活
動
は
、
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
重
要
な
請
願

　

行
動
で
あ
り
、
社
会
的
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
も
あ
る
。
国
会
議
員
に
私

　

た
ち
の
要
望
を
知
っ
て
も
ら
い
、
社
会
を
変
え
て
い
く
た
め
に
国
会
請
願

　

署
名
は
国
民
の
意
思
を
届
け
る
も
の
で
あ
り
、
難
病
法
の
成
立
以
降
、
署

　

名
数
も
募
金
額
も
減
少
し
て
い
る
が
、
難
病
法
や
障
害
者
施
策
は
出
来
た

　

か
ら
と
い
っ
て
安
心
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
実
現
に
向
け
て
要
望
し
続

　

け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
国
会
請
願
署
名
・
募
金
取
り
組
み
へ
の
意
識
改

　

革
が
必
要
で
あ
る
。
加
盟
団
体
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
全
員
が
取
り
組
み
を
行

必



え
る
よ
う
署
名
用
紙
を
送
付
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
署
名
用
紙
が

入
手
出
来
る
こ
と
を
案
内
い
た
だ
き
た
い
。
募
金
に
つ
い
て
も
現
状
は
署

名
用
紙
の
印
刷
代
も
ま
か
な
え
な
い
募
金
額
で
あ
り
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
と
加
盟
団

体
―
／
２
の
配
分
に
よ
り
、
全
国
の
患
者
団
体
の
連
合
体
だ
か
ら
こ
そ
出

来
る
こ
の
活
動
を
全
加
盟
団
体
の
連
帯
の
力
で
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
要

請
す
る
。

３
。
財
政
活
動
の
取
り
組
み
強
化

　
　

Ｊ
Ｐ
Ａ
の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
、
資
金
作
り
が
緊
急
の
課
題

　

で
あ
る
。
財
政
活
動
に
対
し
て
、
加
盟
団
体
の
全
面
的
な
理
解
と
協
力
の
も

　

と
に
実
際
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
活
動
は
き
わ
め
て
困
難
に
直
面
し
て
い

　

る
。
加
盟
団
体
に
お
い
て
も
、
会
員
の
減
少
、
役
員
の
人
材
不
足
、
後
継
者

　

問
題
、
活
動
資
金
難
な
ど
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
、
加
盟
団

　

体
共
に
活
動
資
金
力
の
強
化
、
活
動
力
の
向
上
と
な
る
資
金
作
り
の
取
り
組

　

み
を
強
化
す
る
。

　

①

　

―
。
０
０
０
人
難
病
サ
ポ
ー
タ
ー

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
す
る

　
　
　

難
病
の
日
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
難
病
に
関
心
を
寄
せ
て

　
　

い
た
だ
き
、
患
者
団
体
周
辺
だ
け
で
な
く
、
広
く
国
民
に
支
援
い
た
だ
け

　
　

る
よ
う
難
病
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
る
。
全
加
盟
団
体
で
取
り
組
め
る
よ
う
、

　
　

し
く
み
を
作
り
、
進
め
て
い
く
。

　

②

　

加
盟
分
担
金
に
合
わ
せ
て
、
協
力
会
員
、
賛
助
会
員
の
募
集
、
企
業
寄

　
　

付
な
ど
の
依
頼
を
行
い
、
協
力
を
求
め
る
。

　
　
　

不
要
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
、
難
病
・
慢
性
疾
病
患
者
支
援
自
販
機
設
置
、

　
　

災
害
用
備
蓄
パ
ン
Ｊ
Ｐ
Ａ
パ
ン
だ
Ｈ
‥

　

販
売
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

　
　

み
を
加
盟
団
体
の
機
関
誌
や
ホ
ー
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
だ
く
な
ど
、
協
力

を
お
願
い
す
る
。
そ
の
た
め
の
掲
載
原
稿
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
準
備
し
、
提

供
す
る
。

　

ま
た
、
助
成
金
情
報
を
よ
り
広
く
集
め
申
請
を
行
う
。
さ
ら
に
、
時
代

に
合
っ
た
新
た
な
資
金
作
り
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
。

４
。
広
報
活
動
の
推
進

　

広
報
活
動
を
推
進
す
る

　
　

加
盟
団
体
に
国
や
社
会
の
情
報
を
伝
え
活
動
に
必
要
な
資
料
を
届
け
る

　

た
め
、
ま
た
私
た
ち
の
活
動
を
社
会
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
事
務
局

　

ニ
ュ
ー
ス
や
機
関
紙
「
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
仲
間
」
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

　

等
に
よ
り
、
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
さ
ら
に
内
容
の
充
実
と
機
能
強
化
を

　

は
か
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
重
要
な
財
政
活
動
に
と
っ
て
も
有
効
な
広
報

　

は
欠
か
せ
ず
、
わ
か
り
や
す
い
活
動
紹
介
を
行
い
、
ｗ
ｅ
ｂ
の
活
用
な
ど
も

　

含
め
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
い
ち
早
く
発
信
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

　

①

　

機
関
誌
「
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
仲
間
」

　
　
　

年
４
回
の
発
行
を
目
指
し
、
多
く
の
方
に
手
に
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

　
　

努
め
る
。
加
盟
団
体
に
も
協
力
を
お
願
い
す
る
。

　

②

　

Ｊ
Ｐ
Ａ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　
　
　

多
く
の
方
に
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
存
在
を
伝
え
、
わ
か
り
や
す
く
活
動
が
伝
わ

　
　

る
よ
う
に
検
討
す
る
。

　

③

　

Ｊ
Ｐ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

　

多
く
の
情
報
を
集
め
、
判
断
し
、
タ
イ
ム
リ
ー
に

　
　

情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
役
員
を
は
じ
め
、
加
盟
団
体
、

　
　

関
係
機
関
の
連
携
協
力
を
は
か
り
、
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
る
。
多

　
　

く
の
方
に
拡
散
い
た
だ
け
る
よ
う
協
力
を
求
め
る
。

4Z



５
。
難
病
患
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施

　
　

難
病
患
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
の
補
助
金
事
業
で
あ
り
、
今

　

年
度
は
９
年
目
の
実
施
と
な
る
。

　
　

Ｊ
Ｐ
Ａ
が
事
業
を
総
括
し
、
他
の
実
施
団
体
と
協
働
し
、
連
携
し
た
取
り

　

組
み
を
行
う
こ
と
で
質
の
高
い
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｐ
Ａ
の
基
幹
的

　

な
取
り
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
患
者
会
の
基
本
と
な
る
役
割
、
運
営
に
必
要

　

な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
リ
ー
ダ
ー
同
士
の
情
報
交
換
、
交
流
や
患
者
会
の
立
ち
上
げ

　

支
援
、
ま
た
、
療
養
生
活
環
境
の
向
上
と
な
る
事
業
な
ど
幅
広
い
事
業
内
容

　

と
な
っ
て
い
る
。
難
病
患
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
よ
り
多
く
の
方
に
周
知
し
、

　

患
者
会
の
活
性
化
、
患
者
支
援
と
な
る
よ
う
、
以
下
に
挙
げ
る
取
り
組
み
を

　

行
う
。

《
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
内
容
》

②①⑦⑥⑤④③
患
者
（
相
談
）
支
援
事
業

　

相
談
室
の
設
置

　

患
者
団
体
役
員
研
修
会
の
開
催

剛

　

患
者
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

圀

　

患
者
会
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

　

新
し
い
患
者
会
の
設
立
支
援
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

　

地
域
希
少
疾
患
団
体
の
連
携
支
援

　

被
災
地
視
察
・
患
者
会
支
援

　

重
症
難
病
患
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
者
養
成
講
座

　

重
症
難
病
患
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
ス
イ
ッ
チ
適
合

紹
介
サ
イ
ト
の
作
成

　
　
　
　
　
　
　
　

’

㈲

　

患
者
活
動
支
援
事
業

　

①

　

難
病
・
慢
性
疾
患
全
国
フ
ォ
上
フ
ム
2
0
1
9
」
の
開
催

　

②

　

全
国
難
病
セ
ン
タ
ー
研
究
会
研
究
大
会
」
の
開
催

　

③

　

難
病
対
策
の
一
般
市
民
向
け
周
知
事
業

　

④

　

国
際
連
携
の
推
進
事
業

　
　

剛

　

難
病
患
者
会
の
国
際
連
携
の
推
進

　
　

剛

　

全
国
レ
ベ
ル
協
議
会
の
国
際
連
携
の
推
進

　

⑤
調
査
・
研
究
事
業

③

　

調
査
・
記
録
事
業
（
日
本
の
患
者
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
）

　
　

患
者
・
家
族
会
の
機
関
誌
等
に
は
、
そ
の
時
々
の
患
者
会
の
苦
悩
が

　

生
々
し
く
記
録
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た

　

資
料
の
集
積
と
電
子
デ
ー
タ
化
に
よ
る
公
開
で
記
録
を
後
世
に
残
し
、
社

　

会
保
障
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究
や
患
者
会
活
動
の
継
承
に
つ
な
げ
る
こ

　

と
を
目
的
に
実
施
す
る
。

㈲

　

難
病
患
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
事
務
局

　
　

難
病
患
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施
に
関
す
る
事
務
局
は
、
Ｊ
Ｐ
Ａ
事
務

　

局
内
に
置
く
。

　
　

企
画
・
評
価
委
員
会
を
置
き
、
有
識
者
に
よ
る
委
員
に
よ
っ
て
多
方
面

　

か
ら
の
意
見
を
得
な
が
ら
実
施
す
る
。

招



岩
手
県
難
病
連
加
盟
団
体

　

平
成
3
1
年
・
令
和
元
年
度
活
動
報
告

もやの会東北ブロック医療講演会＆高次脳機能障害学習会・交流会in盛岡

「
－

　

岩
手
県
腎
臓
病
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長

　
　

高

　

橋

　
　
　
　

澄

　

加
盟
団
体
の
皆
様
、
今
年
度
も
岩
腎
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
頂
き
ま

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
年
度
事
業
も
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

●

　

第
4
1
回
定
期
総
会

　

４
月
1
9
日
（
日
）

　
　

陸
前
高
田
市

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

　

5
1
名
出
席

●

　

全
腎
協
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
イ
ン
宮
城

　

６
月
９
９
一
、
2
3
日
（
土
・
日
）

　
　

南
三
陸
町

　

ホ
テ
ル
観
洋

　

９
名

●

　

全
腎
協
全
国
大
会
イ
ン
大
分

　

７
月
６
、
７
日
（
土
・
日
）

　
　

大
分
市

　

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル

　

６
名

●

　

県
幹
事
会

　

８
月
1
8
日
（
日
）

　
　

盛
岡
市

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

2
1
名

●

　

学
習
・
家
族
交
流
会

　

９
月
７
、
８
日
（
土
・
日
）

　
　

雫
石
町

　

赤
い
風
車

　

1
3
名

●

　

岩
手
県
と
の
意
見
交
換
会

　

９
月
1
0
、
ｕ
一
日
（
火
・
水
）

　
　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
・
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡

　

高
橋
、
島
崎

●

　

花
巻
腎
臓
病
友
の
会
結
成
4
0
周
年
記
念
式
典

　

９
月
2
9
日
（
日
）

　
　

花
巻
市

　

グ
ラ
ン
シ
ェ
ー
ル
花
巻

　

役
員
等

●

　

臓
器
移
植
推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

９
～
1
0
月

　

県
内
７
か
所

●

　

全
腎
協
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
部
交
流
会
イ
ン
花
巻

　
　

1
2
月
７
、
８
日
（
土
・
日
）

　

花
巻
市

　

ホ
テ
ル
千
秋
閣

　

７
名

●

　

役
員
会
４
回
開
催
、
「
岩
腎
会
だ
よ
り
」
発
行
、

　
　

全
腎
協
研
修
会
・
会
議
出
席

四



伴
い
心
臓
病
と
と
も
に
生
ま
れ
て
き
た
多
く
の
子

は
、
成
人
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
約
5
0
万
人
に
も

上
る
と
い
わ
れ
る
成
人
先
天
性
心
疾
患
患
者
の
医

療
課
題
の
他
に
、
福
祉
が
医
療
に
追
い
付
い
て
い

な
い
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
新
た
な
課
題
も
多
く

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

親
は
、
い
つ
ま
で
も
支
援
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
、
自
立
し
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
な
社

会
を
築
き
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
活
動
と
し
て
は
、
昨
年
、
全
国
の
仲
間
と

と
も
に
集
め
た
心
臓
病
児
・
者
の
生
活
ア
ン
ケ
ー

ト
を
活
用
し
な
が
ら
、
岩
手
に
暮
ら
す
会
員
以
外

も
含
め
た
声
を
拾
い
上
げ
な
が
ら
、
難
病
連
等
と

連
携
し
、
ど
こ
で
生
ま
れ
て
、
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
、
人
間
と
し
て
尊
厳
の
あ
る
暮
ら
し
を
探
求

し
、
あ
な
た
も
私
も
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
社
会
を
目

指
し
、
楽
し
く
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
参
加
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
２
０
１
９
年
の
主
な
行
事
〉

●
１
月
2
7
日

　

新
年
交
流
会

　

盛
岡
市
内

●
３
月
肌
日

　

餅
つ
き
交
流
会

　

盛
岡
市
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

●
４
月
2
1
～
2
2
日

　

全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会

　

第
１
回
社
員
総
会

　

東
京
都
２
名
参
加

●
６
月
2
2
日

　

2
0
1
9
年
度
定
期
総
会

　

盛
岡
市
岩
手
医
科

　

大
学
付
属
病
院
循
環
器
医
療
セ
ン
タ
ー

　

「
岩
手
医
科
大
学
キ
ッ
ス
》
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
9
」

　

（
岩
手
医
大
先
天
性
心
疾
患
の
会
の
名
称
変
更
）

　

※
岩
手
福
祉
基
金
様
の
助
成
を
受
け
て
開
催
し

　
　

ま
し
た
。

●
８
月
４
～
５
日

　

第
1
5
回
療
育
キ
ャ
ン
プ

　

盛
岡
市
都
南
つ
ど
い
の
森

　

※
岩
手
医
大
・
県
立
大
学
学
生
さ
ん
の
ご
協
力

　
　

で
開
催
。

　

心
臓
の
絵
を
書
い
て
自
分
の
病
状
を
確
認
し
た

　

り
、
岩
手
医
大
の
移
転
に
か
か
る
心
配
事
の
情

　

報
交
換
を
し
ま
し
た
。
晴
天
の
森
の
中
で
、
流

　

し
そ
う
め
ん
や
ス
イ
カ
割
り
を
し
ま
し
た
。

●
７
月
2
7
～
2
8
日

　

全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会
北
海
道
・
東

　

北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

　

福
島
県
猪
苗
代
町
２
名
参
加

●
1
0
月
2
0
～
2
1
日

　

全
国
心
臓
病
の
子
ど
も
を
守
る
会
第
２
回
社
員

　

総
会
、
全
国
大
会

　

静
岡
県
静
岡
市
２
名
参
加

●
1
0
月
2
7
日

　

芋
煮
会
交
流
会

　

盛
岡
市
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

※
毎
月

　

茶
話
会
を
兼
ね
た
役
員
会
（
会
報
発
送

　

作
業
１
　
）

フ

　

公
益
社
団
法
人
日
本
て
ん
か
ん
協
会

　

岩
手
県
支
部
（
波
の
会
）

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局

　
　

中

　

嶋

　

嘉

　

子

　

令
和
元
年
に
移
行
し
た
記
念
す
べ
き
こ
の
年
、

波
の
会
は
、
４
月
に
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

６
月
、
各
県
支
部
代
表
者
に
よ
る
全
国
会
議
が

あ
り
、
「
て
ん
か
ん
医
療
地
域
連
携
体
制
整
備
事

業
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
が
あ
り
、
現
在

1
3
都
道
府
県
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
県
で
も

活
動
を
す
す
め
る
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
東
北
で

は
宮
城
県
の
み
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
難
病
連
の
「
県
福
祉
部
長
と

の
懇
談
会
」
が
９
月
に
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

右
記
の
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま

し
た
。

　

９
月
に
は
支
部
の
活
動
の
柱
で
あ
る
「
て
ん
か

ん
市
民
講
座
」
を
久
慈
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
開

ぶ



催
す
る
に
あ
た
り
、
医
師
会
、
県
立
久
慈
病
院
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
方
々
な
ど
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
み
ち
の
く
療
育
園
施
設
長
の
伊
東
先

生
に
講
演
を
お
願
い
し
、
「
最
新
の
て
ん
か
ん
医

療
に
つ
い
て
」
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
て

ん
か
ん
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

の
思
い
で
す
。
２
月
に
は
、
一
関
市
で
開
催
し
ま

す
。

　

１
１
一
月
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
仲
間
た
ち
が
集
ま
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
山
形
県
の
担
当

で
、
2
5
人
の
仲
間
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ど
こ

の
県
で
も
、
他
の
団
体
と
協
力
し
あ
い
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
年
、
そ
し
て
、
波
の
会
で
は
、
1
0
月
に
福
岡
県

で
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
の
盛
り
上
が
り
方
を
見
る
と
、
「
障
が
い
」

へ
の
理
解
が
進
み
そ
う
な
期
待
を
お
ぼ
え
ま
す
。

８

　

岩
手
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長

　
　

関

　

口

　

清

　

彦

―

　

総
会
・
幹
事
会
の
開
催

２

　

岩
手
難
病
連
と
の
連
携

３

　

東
北
ヘ
モ
フ
イ
リ
ア
友
の
会
お
よ
び
各
県
の

　

団
体
と
の
情
報
交
換

４

　

血
友
病
お
よ
び
関
係
疾
患
に
関
す
る
情
報
収

　

集
・
提
供

５

　

血
友
病
の
患
者
と
医
療
者
の
懇
談
会
参
加

６

　

血
友
病
治
療
医
に
関
す
る
各
機
関
と
の
連
携

７

　

全
国
血
友
病
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携

【
活
動
状
況
一

　

６
月
1
5
日
に
、
総
会
、
講
演
会
、
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
医
大
遠
藤
医
師
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ

等
に
関
す
る
講
演
で
し
た
。

　

総
会
に
つ
い
て
は
、
出
席
者
が
も
っ
と
多
く
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

１
１
一
月
３
日
に
は
、
東
北
ヘ
モ
フ
イ
リ
ア
友
の
会

総
会
に
参
加
し
、
情
報
交
換
し
ま
し
た
。

９

　

岩
手
県
脊
髄
小
脳
変
性
症
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表

　
　

渾

　

山

　

禎

　

信

　

月
に
Ｉ
回
最
終
週
の
月
曜
に
合
唱
を
し
て
い
ま

す
。
主
な
活
動
場
所
は
ほ
の
ぼ
の
ホ
ー
ム
で
す
。

ほ
の
ぼ
の
ホ
ー
ム
で
は
、
収
穫
祭
な
ど
も
行
っ
て

い
て
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
の
仲
間
や
、
い
ろ
い
ろ

な
障
が
い
の
方
・
高
齢
者
も
集
ま
っ
て
交
流
を
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
ｎ
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
合
唱
を

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
根
田
幸
悦
先
生
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
し
ま
し
た
。
「
詩
」
を
２
つ

文
芸
欄
に
投
稿
し
ま
し
た
。
是
非
読
ん
で
下
さ
い
。

1
0

　

い
わ
て
Ｉ
Ｂ
Ｄ

　

患
者
会
活
動
の
原
点

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長

　
　

立

　

花

　

弘

　

之

　

い
わ
て
Ｉ
Ｂ
Ｄ
は
平
成
1
3
年
に
設
立
し
、
今
年

で
1
9
年
目
に
な
り
ま
す
。
患
者
会
設
立
以
前
は
こ

の
病
気
に
関
す
る
情
報
は
な
か
な
か
人
手
で
き
ず

不
安
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま

す
。
患
者
会
を
設
立
し
同
じ
悩
み
を
持
つ
方
々
と

の
情
報
交
換
を
行
っ
た
り
、
病
気
に
つ
い
て
の
専

門
的
な
知
識
を
得
る
た
め
、
医
師
や
栄
養
士
さ
ん

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
学
習
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｂ
Ｄ
食
の
レ
シ

ピ
を
参
考
に
、
自
分
た
ち
で
調
理
実
習
を
し
た

り
、
仲
間
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
企
画
し
た
り
、
温
泉
に
つ
か
っ
た
り
し

な
が
ら
、
会
員
と
の
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
な
が
ら
、
病
気
へ

巧



の
知
識
を
深
め
た
り
、
一
人
で
悩
む
こ
と
な
く
前

向
き
に
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
微
力
な
が
ら
で

は
あ
り
ま
す
が
、
お
役
に
立
て
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
良
い
患
者
会
と

な
る
た
め
に
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
患
者
会
が
加
盟
し
て
い
る
岩
手
県
難
病

連
は
、
2
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。
患
者
会
に
と
っ
て

は
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
存
在
で
す
。
県
難

病
連
代
表
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
温
か
い
支
援
と

加
盟
し
て
い
る
他
団
体
と
の
交
流
を
通
し
な
が
ら

様
々
な
苦
労
や
悩
み
を
共
有
で
き
「
自
分
一
人
で

は
な
い
ん
だ
」
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
て
き
ま

す
。
ま
た
、
よ
り
よ
い
福
祉
社
会
を
形
成
し
て
い

く
た
め
に
も
他
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
様
々
な
話

題
に
つ
い
て
声
を
上
げ
、
活
動
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

年
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
り
、
新
し
い
時

代
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
た
ち
患
者
会
も
今

ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、
も
う
一
度
原
点
に
立

ち
返
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
よ
う
と
思
い
、
各
行
事
に
お
い
て

必
ず
「
懇
談
会
」
を
設
定
し
、
情
報
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
互
い
の
悩
み
や
様
々
な
経
験
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
共
有
す
る
こ
と
で
勇
気
を
も
ら
っ
た
り
、
新
。

発
見
を
し
た
り
し
て
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
年
２
回
の
行
事
を
企
画
し
、
前
期
は

７
月
に
定
期
総
会
・
医
療
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

医
療
学
習
会
で
は
今
回
も
岩
手
医
大
の
千
葉
俊
美

先
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
医
大
の
一
室
を
お
借
り
し

て
「
炎
症
性
腸
疾
患
の
最
新
医
療
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
の
学
習
会
を
行
い
、
ま
た
岩
手
医
大
移
転
に

関
す
る
情
報
も
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
半

の
懇
談
会
は
時
間
が
足
り
な
く
な
る
位
話
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
で
就
活
に
つ
い

て
の
話
題
が
出
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た

県
難
病
連
の
千
葉
健
一
代
表
か
ら
適
切
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
く
等
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

い
１
１
月
は
、
昨
年
と
同
様
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

企
画
し
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
の
研
修
室
を
お

借
り
し
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
大
人
、
子
供
を
含
め
８
名
で
し

た
が
「
ボ
ッ
チ
ャ
ー
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
」
の
２

種
目
を
行
い
ま
し
た
。
指
導
員
の
方
に
ル
ー
ル
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
簡
単

な
ル
ー
ル
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
略
が
必
要
な

ゲ
ー
ム
で
し
た
。
誰
で
も
楽
し
く
取
り
組
め
る

ゲ
ー
ム
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
動
画
を
見
ま
す
と
国
際

級
の
大
会
も
あ
る
よ
う
で
驚
き
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム

終
了
後
、
参
加
者
に
よ
る
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
日
常
生
活
の
こ
と
や
治
療
法
の
こ
と
、
新
し

い
医
大
の
様
子
や
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
件
な

ど
、
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
度
以
降
に

つ
い
て
も
今
年
度
同
様
懇
談
会
を
設
定
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

改
め
て
患
者
会
の
活
動
を
考
え
た
と
き
、
前
Ｊ

Ｐ
Ａ
（
日
本
難
病
・
疾
病
団
体
協
議
会
）
代
表
の

伊
藤
た
て
お
氏
が
言
わ
れ
た
「
患
者
会
の
三
つ
の

役
割
」
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

１
、
自
分
の
病
気
を
正
し
く
知
る
（
病
気
を
科
学

　

的
に
把
握
し
よ
う
）

２
、
患
者
・
家
族
が
励
ま
し
合
い
、
助
け
合
う
（
病

　

気
に
負
け
な
い
よ
う
に
）

３
、
病
気
で
あ
っ
て
も
、
希
望
を
も
っ
て
生
き
ら

　

れ
る
社
会
を
目
指
す
こ
と
（
本
当
の
福
祉
社
会

　

を
作
ろ
う
）

　

私
た
ち
『
い
わ
て
Ｉ
Ｂ
Ｄ
』
の
活
動
方
針
も
こ

の
三
つ
の
役
割
に
照
ら
し

　

剛

　

宙
ｆ
門
的
な
医
療
学
習
を
充
実
さ
せ
、
病
気

　
　

に
つ
い
て
の
知
識
理
解
を
深
め
る

②

　

会
員
相
互
の
交
流
活
動
の
充
実

㈹

　

他
団
体
と
の
連
携
－
医
療
機
関
・
保
健

　

所
・
県
難
病
連
と
連
携
し
、
難
病
患
者
・
家

　

族
が
結
集
で
き
る
会
を
目
指
す

硲



と
い
う
内
容
で
す
。
年
に
２
回
程
度
の
開
催
で
す

が
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
様
々
な
悩
み
や
経
験
談
の

情
報
交
換
を
し
、
交
流
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
い

う
願
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
参
加
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

1
1

　

岩
手
県
多
発
性
硬
化
症
友
の
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西

　

田

　

久

　

子

　

こ
の
病
気
は
、
脳
や
脊
髄
、
視
神
経
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
病
巣
が
で
き
、
症
状
が
「
再
発
」
し
た

り
「
寛
解
」
し
た
り
を
繰
り
返
す
病
気
で
す
。
会

に
は
若
い
人
が
多
い
で
す
が
、
皆
家
庭
の
こ
と
な

ど
あ
っ
て
な
か
な
か
活
動
で
き
ず
に
い
ま
す
が
、

会
員
同
士
で
連
絡
を
と
り
合
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
活
発
に
活
動
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
仲
間
同
士
で
助
け
合
い
な
が
ら
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
2

　

岩
手
県
網
膜
色
素
変
性
症
協
会

　

（
Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
岩
手
）

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長

　
　

高

　

橋

　

義

　

光

●
令
和
元
年

６
月
５
日
（
水
）

　

患
者
の
集
い

　

Ｉ
Ｎ

　

二
戸

６
月
1
6
日
亘

８
月
2
5
日
亘

1
0
月
2
0
日
立

１
９
一
月
７
日
（
占

令
和
元
年
度
定
期
総
会

盲
老
人
ホ
ー
ム
祥
風
苑
見
学

障
害
年
金
勉
強
会
・
役
員
会

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ー
ン
（
弓
回
目
）

勉
強
会
・
忘
年
会

●
令
和
２
年

２
月
1
5
日
（
土
）
～
1
6
日
（
日
）

　

一
泊
新
年
交
流
会

３
月
1
5
日
（
日
）

　

役
員
会

総
括
・
展
望

　

今
年
度
も
、
計
画
し
た
事
業
を
全
て
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。
こ
れ
も
、
会
員
の
積
極

的
な
参
加
と
、
ご
家
族
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の

方
々
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
他
に

も
、
講
師
や
バ
ス
の
運
転
手
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ

な
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
各
地
に
赴
き
、
患
者
の
集
い
を
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
病
気
の
こ
と
や
、
日
常

生
活
に
お
け
る
情
報
が
得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

お
一
人
で
悩
ん
で
い
る
人
が
、
ま
だ
ま
だ
多
い
と

感
じ
ま
し
た
。
目
が
不
自
由
に
な
る
と
、
ど
う
し

て
も
情
報
の
取
得
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
人
を
岩
手
県
内
か
ら
、
―
人
で
も
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
来
年
度
以
降
も
、
患
者

会
の
存
在
と
日
常
生
活
に
お
け
る
不
便
さ
の
解
消

に
つ
な
が
る
よ
う
な
情
報
を
発
信
し
続
け
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

1
3

　

岩
手
後
縦
靭
帯
骨
化
症

　

（
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｌ
）
の
会

　
　
　
　
　

代
表
世
話
人

　
　

稲

　

垣

　

裕

　

一

　

今
年
度
の
主
な
活
動

　

総
会
、
交
流
会
（
４
回
）
、
Ｈ
Ｐ
と
ｔ
ｗ
ｉ
ｔ

ｔ
ｅ
ｒ
の
開
設
、
会
報
誌
の
発
行
等

●

　

当
会
は
、
2
0
1
8
年
秋
に
岩
手
県
県
央
保

　

健
所
主
催
で
行
わ
れ
た
「
後
縦
靭
帯
骨
化
症
医

　

療
講
演
会
お
よ
び
交
流
会
」
で
、
初
め
て
同
じ

　

病
気
の
患
者
同
士
が
出
会
い
、
そ
の
日
に
ス

　

タ
ー
ト
し
た
患
者
会
で
す
。
今
年
度
は
春
の
総

　

会
で
、
会
の
基
盤
を
作
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

　

し
た
。
交
流
会
は
、
４
回
開
催
。
Ｈ
Ｐ
を
見
て

　

交
流
会
に
参
加
し
た
方
も
い
ま
し
た
。
今
後
も

　

Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
有
効
活
用
し
、
同
じ
病
気
の

　

患
者
同
士
が
繋
が
れ
る
よ
う
に
、
情
報
を
発
信

　

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

●

　

来
年
度
は
、
医
師
や
理
学
療
法
士
を
迎
え
て

　

の
医
療
講
演
会
や
リ
ハ
ビ
リ
講
習
会
も
開
催
を

5Z



囲
で
の
活
動
と
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
宮
城

県
と
岩
手
県
で
の
患
者
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
患

者
・
家
族
が
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
、
病

気
と
そ
れ
に
伴
う
障
害
を
正
し
く
理
解
す
る
機

会
、
社
会
的
資
源
の
活
用
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
学

ぶ
機
会
等
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
、
患
者
・
家
族

と
支
援
者
・
医
療
・
行
政
等
を
繋
ぐ
場
、
共
感
、

共
生
を
意
識
し
な
が
ら
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
9

　

全
国
脊
髄
損
傷
者
連
合
会
岩
手
県
支
部

　
　
　
　
　
　
　

支
部
長

　
　

高

　

橋

　
　
　

智

組
織
部

『
－
。
全
脊
連
第
1
8
回
全
国
総
会

　
　

開
催
日
・
令
和
１
年
６
月
2
3
日
（
日
）
山
形
大

　

会
。
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３
階
大
会
議
室
。

２
．
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
　

開
催
支
部
／
今
年
は
全
国
総
会
が
山
形
県
の

　

た
め
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
な
し
。

３
．
季
節
の
諸
行
事
の
開
催

　
　

花
見
会
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
忘
年
会
の
開
催
。

　
　

開
催
日
・
平
成
3
1
年
４
月
2
7
日
（
土
）
花
見
会

　

を
開
催
。

　
　

開
催
日
・
令
和
１
年
１
９
一
月
７
日
（
土
）
忘
年
介

　

を
開
催
。

４
。
支
部
長
杯
釣
り
大
会
の
開
催

　
　

開
催
日
・
令
和
１
年
８
月
2
4
日
（
土
）

福
祉
部

１
．
健
康
管
理
に
つ
い
て
の
勉
強
会
の
開
催

２
．
会
員
間
の
在
宅
訪
問
及
び
情
報
交
換
（
組
織

　

部
合
同
）

３
．
国
・
県
・
本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
行
政
等
に
対

　

し
て
の
請
願
・
陳
情
・
要
望
等
の
資
料
作
成

４
．
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
活
動
の
開
催
と
協
力

　

（
組
織
部
合
同
）

５
．
福
祉
大
会
・
会
議
等
へ
の
参
加

　
　

開
催
日
・
令
和
１
年
い
１
１
月
１
日
（
金
）
岩
手
県

　

社
会
福
祉
大
会
参
加

　
　

開
催
日
・
令
和
１
年
７
月
1
2
日
（
金
）
岩
手
県

　

身
体
障
害
者
福
祉
大
会
参
加

６
．
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動

○
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
キ
ル

　

ア
ッ
プ
研
修
会
（
青
森
県
支
部
担
当
）

　
　

開
催
日
・
令
和
１
年
］
1
1
月
３
日
（
日
）
青
森
市

文
化
部

１
．
通
信
の
発
行
と
原
稿
の
依
頼

　
　

通
信
原
稿
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
i
w
ａ
ｔ
ｅ
.
ｓ
ｅ
ｋ
ｉ
ｓ
ｏ
ｎ
.

　

ｃ
ｉ
ａ
ａ
ｉ
ｔ
ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
ｅ
ｒ

.
ｎ
ｅ
.
ｊ
ｐ
で
す
。

２
．
支
部
会
員
同
士
の
交
流
会
な
ど
の
大
会
を
開
催

体
育
部

―
。
各
ク
ラ
ブ
の
活
動

○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

本
部
理
事
長
杯
争
奪
東
北
車
椅
子
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
や
連
盟
会
長
杯
大
会
等
の
大
会
。

　

開
催
日
・
令
和
１
年
９
月
1
6
日
（
月
・
祝
）
紫
波

町
で
開
催

　

岩
手
県
内
各
地
で
練
習
会
場
を
設
け
、
新
し
い

仲
間
を
集
め
、
各
地
の
健
常
者
や
障
が
い
者
と
一

緒
に
楽
し
み
な
が
ら
の
活
動
を
模
索
し
た
い
。

○
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　

金
ヶ
崎
町
で
の
東
北
大
会
の
開
催
協
力
と
全
国

各
地
の
大
会
へ
参
加
し
て
、
技
術
の
向
上
、
親
睦

と
交
流
を
図
る
。

○
卓
球
ク
ラ
ブ

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
交
流
卓
球
大
会
な
ど
に

参
加
し
、
親
睦
交
流
を
図
り
一
層
技
術
の
向
上
を

目
指
す
。

○
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

定
期
的
に
練
習
を
行
い
、
各
大
会
に
参
加
予
定
。

厚
生
部

―
。
集
尿
袋
等
の
販
売
促
進

２
．
健
康
相
談
会
の
開
催

３
．
初
期
診
療
の
啓
発
活
動

４
．
施
設
の
研
修

女
性
部

印



１
．
女
性
会
員
相
互
の
情
報
交
換
及
び
交
流
会

２
．
料
理
講
習
会
の
開
催

頚
損
部

―
．
頚
損
者
の
入
会
勧
誘
（
組
織
部
合
同
）

２
．
頚
損
者
と
家
族
が
会
の
行
事
へ
積
極
的
に
参

　

加
で
き
る
よ
う
模
索
す
る

３
．
頚
損
者
の
集
い
の
開
催

財
務
部

―
．
健
全
な
財
務
運
営
の
模
索

２
．
会
計
の
健
全
な
運
営

事
務
局

―
．
円
滑
な
会
運
営
の
模
索

２
．
県
や
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
の
会
議
等
に
出

　

席
３
．
脊
髄
損
傷
者
の
医
療
確
保
・
東
日
本
大
震
災

　

被
災
会
員
の
相
談
支
援

４
．
岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会
と
の

　

連
携

５
．
第
2
8
回
一
関
市
長
杯
争
奪
車
椅
子
ゲ
ー
ト

　

ボ
ー
ル
東
北
大
会
の
共
催

　
　

開
催
日
・
令
和
１
年
５
月
1
I
―
Ｈ
日
（
土
）

６
．
令
和
１
年
度
岩
手
県
支
部
総
会
の
開
催

2
0

　

一
般
社
団
法
人
全
国
筋
無
力
症
友
の
会

　

岩
手
県
支
部
（
き
び
だ
ん
ご
の
会
）

　
　
　
　
　
　
　

支
部
長

　
　

小
野
寺

　

廣

　

子

４
月
2
7
日

　

き
び
だ
ん
ご
の
会

　

総
会

　

（
ま
な
び
学
園
）

５
月
2
3
日

　

難
病
の
日

　

啓
発
活
動
参
加

　

（
盛
岡
市
・
一

　

関
市
）

６
月
１
日

　

二
社
）
全
国
筋
無
力
症
友
の
会

　

全
国
フ
ォ
ー

　

ラ
ム
（
東
京
）

６
月
２
日

　

二
社
）
全
国
筋
無
力
症
友
の
会

　

総
会
（
東
京
）

７
月
2
0
日

　

ラ
ン
チ
交
流
会

　

（
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
）

８
月
６
日

　

岩
手
県
難
病
連

　

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
会

　

参

　

加
（
岩
手
女
子
高
校
）

1
0
月
1
9
日

　

二
社
）
全
国
筋
無
力
症
友
の
会

　

北
海
道
・
東

　

北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会

1
0
月
2
0
日

　

各
県
支
部
長
会
議
（
一
関
市
）

　

友
の
会
の
活
動
と
し
て
は
、
今
年
度
初
め
て

「
難
病
の
日
」
啓
発
運
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

活
動
も
、
毎
年
同
じ
よ
う
な
活
動
に
な
っ
て
き

て
い
る
中
で
、
岩
手
県
難
病
連
と
共
に
活
動
し
て

い
く
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
難
病
患
者
活

動
の
啓
発
に
繋
が
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
年
度
は
、
全
国
フ
ォ
上
フ
ム
が
岩
手

県
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

2
１

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岩
手
県
精
神
保
健
福
祉
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

理
事
長

　
　

高

　

橋

　
　
　

修

１
．
精
神
保
健
思
想
の
啓
発
に
関
す
る
事
業

　

①

　

第
3
8
回
岩
手
県
精
神
保
健
福
祉
家
族
大
会

　
　

一
関
大
会
開
催

　
　

７
月
‥
１
１
日

　

会
場
一
一
関
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

②

　

み
ん
な
ね
っ
と
誌
及
び
関
係
書
籍
普
及
推

　
　

進

　

通
年

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

③

　

精
神
障
が
い
者
に
関
す
る
広
報
・
機
関
紙

　
　

発
行

　

年
３
回

　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

　

④

　

家
族
相
談
支
援
事
業
（
県
委
託
事
業
）

　
　

・
相
談
会

　

い
1
1
月
開
始

　
　
　

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手
会
場

　
　
　

毎
月
第
２
金
曜
日

∂j



　
　
　

盛
岡
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
場

　
　
　

毎
月
第
４
火
曜
日

　
　

・
家
族
懇
談
会

　

岩
手
町
会
場
開
催
、
八
幡

　
　
　

平
市
会
場
開
催

２
．
家
族
会
の
育
成
事
業

　

①

　

い
き
い
き
研
修
・
交
流
会
（
人
権
意
識
普

　
　

及
啓
発
事
業
）

　
　

２
月
1
6
日
～
1
7
日

　

会
場
一
盛
岡
市

３
．
文
化
ス
ポ
ー
ツ
（
共
催
事
業
）

　

①

　

第
2
1
回
岩
手
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　

６
月
１
日

　

会
場
一
盛
岡
市

　

②

　

第
1
8
回
岩
手
県
精
神
障
が
い
者
バ
レ
ー

　
　

ボ
ー
ル
大
会

　
　

‥
１
１
月
８
日

　

会
場
一
滝
沢
市

　

③

　

第
2
7
回
岩
手
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭
、

　
　

ふ
れ
あ
い
音
楽
祭

　
　

］
１
１
月
1
4
日
～
3
0
日

　
　

会
場
一
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
岩
手

４
．
そ
の
他

　

①

　

み
ん
な
ね
っ
と
愛
知
大
会

　
　

1
1
1
1
月
７
日
～
８
日

　
　

会
場
一
刈
谷
市

　

②

　

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
家
族
会
精
神
保

　
　

健
福
祉
促
進
研
修
会

　
　

９
月
2
4
日

　

会
場
一
宮
城
県

　
　
　
　
　

’

　

③

　

要
請
請
願
活
動

　
　

・
県
と
障
が
い
者
団
体
と
の
意
見
交
換
会

５
．
諸
会
議

　

①

　

理
事
会
・
総
会

　

②

　

会
報
編
集
会
議

　

③

　

事
務
局
会
議

　

④

　

県
大
会
（
一
関
大
会
）
準
備
会
議

2
3

　

肺
リ
ン
パ
脈
管
筋
腫
症
Ｊ
－
Ｌ
Ａ
Ｍ
の
会

　
　
　
　
　
　
　

代
表
者

　
　

内

　

沢

　

常

　

子

　

こ
の
病
気
自
体
が
と
て
も
希
少
な
た
め
、
会
を

立
ち
上
げ
て
は
い
ま
す
が
、
同
じ
病
名
の
患
者
さ

ん
に
会
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
病
名
が
確
定
し
適
切
な
治
療
に
よ
り
、
こ

の
命
を
救
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
会
う
こ
と

が
長
年
の
夢
で
し
た
。
今
年
は
、
そ
の
夢
を
た
く

さ
ん
の
支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の
お
か
げ
で
果

た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
久
慈
を
出
発
し
、
陸

前
高
田
市
の
石
木
幹
人
先
生
を
訪
ね
、
盛
岡
市
の

武
内
健
一
先
生
を
訪
ね
て
、
久
慈
に
無
事
に
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
方
に
は
面
談
の
お
時

間
を
作
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

よ
ろ
こ
び
の
一
日
で
し
た
。

2
4

　

す
み
れ
会
（
広
範
囲
慢
性
疼
痛
）

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表

　
　

斎

　

藤

　

茂
登
子

　

不
調
の
為
、
岩
手
県
福
祉
部
と
の
懇
談
会
は
欠

席
し
ま
し
た
。

　

（
個
人
的
な
こ
と
で
す
が
）
新
聞
掲
載
に
て
線

維
筋
痛
症
の
認
知
訴
え
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
体

調
不
安
定
の
た
め
、
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

難
し
い
の
で
す
が
、
一
つ
の
相
談
窓
口
と
し
て
、

続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

2
5

　

岩
手
県
急
性
間
欠
性

１

ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
友
の
会

　
　
　
　
　
　

代
表

　
　

鈴

　

木

司

４
月

　
　

「
患
者
手
帳
」
を
1
0
年
ぶ
り
に
改
訂
し
、
岩

　

手
県
難
病
連
か
ら
頂
い
た
「
緊
急
医
療
手
帳
」

　

を
活
用
し
て
、
加
除
式
と
し
た
。

４
月
～
６
月

　
　

ネ
ッ
ト
で
得
ら
れ
た
2
0
1
5
年
の
症
例
に

　

記
載
さ
れ
て
い
る
「
安
全
と
さ
れ
る
薬
剤
・
禁

　

忌
と
さ
れ
る
薬
剤
一
覧
」
を
基
本
と
し
て
、
他

　

症
例
で
得
ら
れ
た
歯
科
領
域
の
薬
剤
情
報
を
追

　

加
し
て
「
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
の
安
全
薬
・
禁
忌

ｅ



　

薬
一
覧
」
を
約
2
0
年
ぶ
り
に
改
訂
し
た
。

８
月
６
日

　
　

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
」
を
受
講
予
定
で

　

あ
っ
た
が
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
欠
席
。
同

　

研
修
時
に
、
自
己
疾
患
概
要
の
説
明
時
間
（
各

　

疾
患
３
分
以
内
）
の
案
内
を
頂
い
た
が
、
急

　

き
よ
欠
席
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
が
生
じ
た
た

　

め
、
８
月
５
日
付
で
「
ご
存
知
で
す
か

　

急
性

　

間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症

　

と
い
う
病
気
を
」

　

（
簡
易
版
）
5
0
部
作
成
し
、
受
講
者
に
配
布
を

　

試
み
た
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
。

８
月
1
0
日

　
　

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
」
で
配
布
で
き
な

　

か
っ
た
パ
ン
フ
を
、
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
フ
リ
ー

　

コ
ー
ナ
ー
に
備
え
付
け
を
依
頼
し
た
。

９
月
1
1
1
1
日

　
　

９
月
に
開
催
さ
れ
た
県
保
健
福
祉
部
長
と
の

　

懇
談
会
に
お
い
て
、
当
会
か
ら
難
病
連
に
提
出

　

し
た
４
項
目
の
要
望
事
項
の
う
ち
、
厚
労
省
へ

　

の
要
望
３
項
目
は
「
Ｊ
Ｐ
Ａ
に
要
望
す
る
」
と

　

の
こ
と
で
、
県
へ
の
要
望
は
Ｉ
項
目
の
み
で

　

あ
っ
た
。

２
．
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

　

①

　

難
病
法
に
よ
る
指
定
難
病
へ
の
認
定
に
当
｀

　
　

た
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
県
へ
の
要

　

望
等
、
難
病
連
と
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
行

　

い
、
指
定
難
病
と
し
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
は

　

大
き
な
前
進
で
あ
っ
た
。
協
力
い
た
だ
い
た

　

加
盟
団
体
等
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

②

　

急
性
間
欠
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
（
Ａ
Ｉ

　

Ｐ
）
は
、
1
0
万
人
に
士
人
と
い
わ
れ
る
希
少

　

疾
患
で
あ
る
の
で
、
数
字
的
に
は
、
県
内
に

　

も
1
0
人
程
度
の
患
者
が
い
る
の
で
は
な
い
か

　

と
思
わ
れ
た
の
で
、
Ａ
Ｉ
Ｐ
の
概
要
を
記
載

　

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
ふ
れ
あ
い

　

ラ
ン
ド
フ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
に
備
え
付
け
を
お

　

願
い
し
、
他
Ａ
Ｉ
Ｐ
患
者
か
ら
の
情
報
提
供

　

を
期
待
し
た
が
、
何
ら
情
報
が
得
ら
れ
な

　

か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
県
内
に
は
Ａ
Ｉ
Ｐ

　

患
者
が
私
た
ち
だ
け
な
の
か
、
広
報
の
手
法

　

等
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
検
討
し
な
け
れ

　

ば
な
ら
な
い
課
題
と
感
じ
て
い
る
。

③

　

岩
手
県
難
病
連
加
盟
患
者
団
体
の
う
ち
、

　

数
人
で
活
動
し
て
い
る
（
し
て
い
な
い
患
者

　

も
含
め
て
）
患
者
同
志
が
互
い
に
疾
患
を
理

　

解
し
あ
う
懇
談
会
や
、
一
般
の
方
々
へ
の
広

　

報
手
段
等
を
相
談
し
合
う
「
岩
手
希
少
疾
患

　

の
会
」
（
仮
称
）
の
呼
び
掛
け
を
考
え
た
が
、

　

難
病
連
事
務
局
の
業
務
負
担
が
増
え
る
こ
と

　

を
考
え
て
断
念
し
た
。

３
。
今
後
の
展
望

　

①

　

Ａ
Ｉ
Ｐ
の
概
要
の
医
療
関
係
者
（
看
護

　
　

師
）
、
行
政
機
関
（
難
病
対
策
担
当
課
）
に

　
　

対
し
て
、
Ａ
Ｉ
Ｐ
の
認
知
割
合
を
ア
ン
ケ
ー

　
　

ト
調
査
し
た
い
が
、
財
政
的
な
問
題
が
あ
る

　
　

の
で
、
非
常
に
難
し
い
。

　

②

　

急
性
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
の
症
例
報
告
は
、

　
　

学
会
員
限
定
配
布
で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
で
得
ら

　
　

れ
る
症
例
報
告
を
得
る
こ
と
が
非
常
に
困
難

　
　

に
な
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
薬
剤
情
報
の
取

　
　

得
が
困
難
に
な
り
、
「
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
と

　
　

薬
剤
」

　

一
覧
表
の
更
新
が
で
き
な
い
の
で

　
　

は
、
と
懸
念
さ
れ
る
。

　

③

　

県
が
公
表
す
る
予
定
の
「
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン

　
　

症
専
門
医
」
等
医
師
に
対
し
て
、
Ａ
Ｉ
Ｐ
を

　
　

含
む
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
の
治
療
経
験
の
有
無

　
　

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
た
い
が
、
諸
般
の

　
　

事
情
か
ら
実
現
不
可
能
と
考
え
る
。

　

④

　

法
令
の
適
用
・
運
用
等
国
が
関
与
し
て
い

　
　

る
こ
と
に
係
る
要
望
は
、
県
を
通
し
て
行
う

　
　

べ
き
と
考
え
、
９
月
の
県
へ
の
要
望
の
中

　
　

に
、
厚
労
省
へ
の
要
望
事
項
３
項
目
を
記
載

　
　

し
た
が
、
削
除
さ
れ
た
。
今
後
、
国
へ
の

　
　

要
望
方
法
は
、
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

　
　

る
（
Ｊ
Ｐ
Ａ
は
、
一
団
体
か
ら
の
要
望
を
直

昭



◇ｌ.芸駒り（応募数122作品）

斉藤江理子盛岡市

　

「ランプシェード」

　

※作品の写真は裏表紙内側

岩井

　

智子

　

盛岡市

　　

｢マーブルアート｣

Showa笑学校

いわてなんれん分校

　

盛岡市

｢Showa

　

笑学校の紹介｣

◇丈芸駒り（応募数20作品）

☆特別賞

郷家

　

準一

　

盛岡市

　

「ALS患者：老師の車いす旅行記」

　

※作品の写ずい記事は7非t

◇書泌駒り（応募数35作品）

周尾

　

スミ子

　

盛岡市

「
山
ふ
と
こ
ろ
に

　
　
　

こ
と
し
も

　
　
　
　

こ
こ
に
～
」

作賑示ｺｰﾅｰ今年も肌えあ引

展示鯛川月14日(和~12月1日(日)

会易ふれあいﾗﾝ隨手ｴﾝﾄﾗﾝｽ付近~ﾎｰﾙ前

◇絵＆駒門(応募数150作品)

☆優秀賞
三島

　

弘太郎

　

盛岡市

　

｢ガーベラ｣

　

※作品の写真は表紙

☆佳作
阿部

　

佳則

　

加判市

　

｢盛岡天満宮のキツネ｣

　

※作品写真は文芸扉に掲載

☆努力賞
長谷川

　

紀子

　

盛岡市

　　

｢ヨセミテの6月の暮景｣

三島

　

史子

　

盛岡市

｢中国とアメリカ｣

延

　

盛岡市

「ひとりじゃないよ！」

※作品の写真は火表紙

　

内側にも掲載

み
ご
と
４
点
入
賞

　
　

《
絵
画
＝
５

　

書
道
＝
１

　

工
芸
＝
３

　

文
芸
＝
１
》

［
絵
画
部
門
の
３
作
品
と
文
芸
部
門
の
１
作
品
］

作
品
展
の
４
部
門
に
９
人
と
｛
団
体
が
傑
作
１
０
作
品

　

庇
募

カ



第１部〈午前の部〉に出演

《コールひまわり》

桜

　

美
子

佐
々
木
喜
代
子

玉
山
あ
さ
み

小
野
寺
廣
子

佐
藤
照
美

似
内
リ
ツ

合唱曲目

　　

①星めぐり

　　

②荒城の月

　　　　　　

③生命（いのち）を大切に

周
尾
ス
ミ
子

根
田
豊
子

〔
出
演
者
〕

（
右
か
ら
左
に

《岩手県車いすダンス協会》車いすダンス

元居洋子

　　

佐藤雅美

　　　

佐藤善誠

[開演直前

　

リハーサル]

　　　

吉田節子

小瀬川元子

細矢君子

　　

中村公美

佐藤雅美

　　

元居洋子

　　　　　　　

佐藤善誠

　　　　　

曲

　

目

①Dancing Queen

②I was Born To Love You

③Tennessee Waltz

④スウェー

⑤Amazing Grace

１
　
色
満
面
に
「
コ
ー
ル
ひ
ま
わ
り
」
合
唱

優
美
に
影
絵
も
踊
り
だ
す
「
車
い
す
ダ
ン
ス
」

　　

細矢君子

中村公美

細矢君子

　　

中村公美

カ



「盛岡天満宮のキツネ」点描

　

ペン画

　　

阿部

　

佳則

　

作

第27回岩手県障がい者文化芸術祭

　

絵画部門佳作入賞作品

詩

目

　

次

そ
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
よ

貧
し
さ
に
も
負
け
ず

創
作
・
韻
文

　
　

短
歌

　

十
首

　
　

俳
句

　

十
句

　
　

川
柳

　

九
句

滓

　

山

禎

　

信

大
和
田

　

幹

　

雄

～
～
誌
上

　

テ
ロ
ッ
プ
～
～

　

な
ん
れ
ん
文
庫

　
　

『
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
一
老
師
の
車
い
す
旅
行
記
』
酋
費
出
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷

　

家

　

準

　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
2
7
回
岩
手
県
障
が
い
者
文
化
芸
術
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
芸
部
門

　

特
別
賞
受
賞

　
　

『
巡
り
合
う
私
。
』
自
伝
随
想
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎

　

藤

　

茂
登
子

『
Ｃ
ｈ
ｏ
ｓ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　
l
i
ｖ
ｅ
ｊ

長
谷
地

　

ゆ
か
り

※
閲
覧
希
望
者
は
、
難
連
事
務
局
に
相
談
く
だ
さ
い

Z2



岩
手
県
脊
髄
小
脳
変
性
症
友
の
会
会
長

　
　

渾

　

山

　

禎

　

信

そ
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
よ

楽
し
い
と
き
は
早
く
過
ぎ
る

嫌
な
事
は
長
く
感
じ
る

そ
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
よ

今
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ
よ

あ
せ
ら
な
い
で
い
い
ん
だ
よ

ゆ
っ
く
り
で
い
い
ん
だ
よ

自
分
の
ペ
ー
ス
で
ね

青
い
空
の
ド

　

口
笛
を
吹
き
な
が
ら

歩
こ
う
よ

　

ど
こ
ま
で
も

僕
ら
は
生
き
て
い
る

悲
し
い
時
は

　

あ
の
空
を

見
上
げ
て
ご
ら
ん

　

涙
も
き
っ
と

虹
に
な
る
よ

　

皆
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
る
よ

｢老師の車いす旅行記｣

文化芸術祭☆特別賞受賞

奥州市

　

郷家

　

準一

　

作

ぶ



「
ハ
ー
ト
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
」
に

つ
い
て

　

ハ
ー
ト
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
は
、
内
部
障
が
い
・
内
臓
疾
患
を
示
す
マ
ー
ク
と
し

て
作
ら
れ
ま
し
た
。
難
病
患
者
は
見
た
目
に
は
障
が
い
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

一
般
社
会
に
そ
の
よ
う
な
人
々
の
存
在
を
視
覚
的
に
示
し
、
理
解
の
第
一
歩

と
す
る
た
め
に
、
こ
の
マ
ー
ク
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

身
体
内
部
を
意
味
す
る
「
ハ
ー
ト
」
マ
ー
ク
に
、
思
い
や
り
の
心
を
「
プ
ラ

ス
」
し
て
、
ま
わ
り
の
人
の
や
さ
し
い
心
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
が
利
用
で
き
る
建
物
、
施
設
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
表
す
た
め
の

世
界
共
通
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
障
が
い
者
に
対
す
る
社
会
的
理
解
と
支
援
を
促
進
す
る
た
め
に

こ
の
ハ
ー
ト
プ
ラ
ス
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

個
人
が
身
に
つ
け
た
り
、
自
動
車
に
貼
付
し
た
り
し
て
利
用
し
ま
す
。

　

利
用
者
を
見
か
け
ま
し
た
時
に
は
、
ご
理
解
と
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
〔
な
お
、
会
員
以
外
に
も
販
布
（
５
０
０
円
送
料
込
み
）
し
て
い
ま
す
。
〕

ｒ

　　　

……ｆ

　　　　

”!

　

内部障害を持っています
回

し

，二ごこ呉娑ｍ＿Ｊ

問
い
合
わ
せ
先
一
一
般
社
団
法
人

岩
手
県
難
病
・
疾
病
団
体
連
絡
協
議
会

岩
手
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

　

－

　

ク

　
　

沼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

。

　
　
　
　
　
　

’
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ

援
助
が
必
要
な
人
の
マ
ー
ク
で
す
。

●
義
足
や
人
工
関
節

　

●
知
的
障
が
い

　

●
内
部
障
が
い

●
発
達
障
が
い

　

●
難
病

　

●
精
神
障
が
い

　

●
妊
娠
初
期

●
認
知
症

　

●
目
や
耳
こ
言
語
の
障
が
い

　

●
手
話
や
筆
談
が
必
要
な
人

あなたの支援が必要です。

ヘルプカード

カードを開いて

見てください１
7」

ラ
だ

ヤ
｀
つ

県PRキ
こきよ

岩手
わん

※
ご
希
望
の
方
は
、
県
内
各
保
健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。



５月２３日は難病の日
「
難
病
の
日
」

啓
発
の
取
り
組
み

　

５
月
2
3
日
の
「
難
病
の
日
」
啓
発

に
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
用

い
、
り
乙
つ
の
方
法
で
行
い
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
は
、
街
頭
で
「
難
病
の
‐
」

の
ポ
ス
タ
ー
を
縮
小
し
た
も
の
を
扶

み
込
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ー
。
２
０
０

個
を
市
民
へ
直
接
于
渡
し
ま
し
た
。

そ
の
場
所
は
、
次
の
皿
力
所
で
す
、

①
Ｔ
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
矢
幅
駅
前
。
こ
こ

　

は
岩
手
医
科
大
学
病
院
新
築
工
事

　

進
行
中
の
と
こ
ろ
で
す
。
会
員
は

　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
－
Ｉ
型
関
連
行
髄
症
の

　

患
者
本
人
が
車
い
す
で
、
重
症
筋

　

無
力
症
の
患
者
も
参
加
し
ま
し
た
。

②
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅
前
で
は
学
校
法
人

　

　
　
関
修
紅
鳥
等
学
校
看
護
進
学

　

コ
ー
ス
1
4
記
‥
が
、
難
病
連
会
員
と

　

一
緒
に
活
動
し
ま
し
た
。

⑤
盛
圖
市
内
住
宅
地
の
フ
ベ
ル
フ
ま

　

つ
ぞ
の
」
の
店
内
で
Ｉ
婦
ら
を
対

　

象
に
活
動
し
ま
し
た
。

①
岩
手
県
立
第
三
高
等
学
校
前
で
、

　

通
学
し
て
き
た
高
校
生
を
対
象
に

　

配
布
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
当
口
活
動
は
、
読
売
新
聞
や
地
元

祇
の
岩
手
‐
報
、
臨
岡
タ
イ
ム
ス
及
び
岩
于

‐
‐
新
闘
紙
し
に
翌
目
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
方
法
は
、
難
病
診
療
連
携

拠
点
病
院
で
あ
る
岩
手
医
科
人
学
附
属
病
院

及
び
県
内
の
協
力
病
院
、
盛
岡
近
郊
の
病

院
、
医
院
2
4
病
院
の
医
療
福
祉
相
談
室
に

は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
他
に
「
難
病
情
報
セ
ン

タ
ー
」
の
３
３
３
疾
病
一
覧
と
ポ
ス
タ
ー
を

セ
ッ
ト
に
し
て
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
各
位
に
心

か
ら
お
礼
を
申
し
に
し
げ
ま
す
。

　

Ｊ
Ｐ
Ａ
は
２
０
１
召
年
５
月
2
3
口
‐
に
「

に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
」
「
難

設
立
し
た
ゝ
」
と
を
記
念
し
て
、
毎
年
戸

「
難
病
の
‐
」
に
ひ
録
（
２
０
↓
８
年
２
川
2
6
‐
）

い
た
し
ま
し
た
。
光
１
　
や
家
族
の
思
い
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
う
機
会
と
す
る
の
が
口
的
で
す
。

　
　

レ

　
　

‐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐

　
　
　

－



平成31年・令和元年度

　

特定疾患

　

疾患別相談件数(1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

H31年4月~Ｒ元年12月
疾　　患　　名 計

56 ベーチェット病 58

57 特発性拡張型心筋症 ４

58 肥大型心筋症 32

59 拘束型心筋症

60 再生不良性貧血

61 自己免疫性溶血性貧血

62 発作性夜間ヘモグロビン尿症

63 特発性血小板減少性紫斑病 ３

64 血栓性血小板減少性紫斑病

65 原発性免疫不全症候群

66 lgA腎症

67 多発性嚢胞腎

68 黄色靭帯骨化症

69 後縦靭帯骨化症 71

70 広範脊柱管狭窄症

71 特発性大腿骨頭壊死症

72 下垂体性ＡＤＨ分泌異常症

73 下垂体性ＴＳＨ分泌先進症

74 下垂体性PRL分泌完進症

75 クッシング病

76 下垂体性ゴナドトロピン分泌完進症

77 下垂体性成長ホルモン分泌先進症

78 下垂体性前葉機能低下症

79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体）

80 甲状腺ホルモン小応症

81 先天性副腎皮質酵素欠損症

82 先天性副腎低形成症

83 アジソン病

84 サルコイドーシス ４

85 特発性間質性肺炎 ７

86 肺動脆性肺高血圧症 ４

87 肺静脈閉塞症/肺毛細血管腫症

88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症

89 リンパ脈管筋腫症 28

90 網膜色素変性症 92

91 バット・キアリ症候群

92 特発性門風圧完進症

93 原発性胆汁性肝硬変

94 原発性硬化性腸管炎

95 自己免疫性肝炎

96 クローン病 55

97 潰瘍性大腸炎 ５

98 好酸球性消化管疾患

99 慢性特見性偽性腸閉塞症

100 巨大膀胱短小結腸腸管嬬動不全症

101 腸管神経節細胞僅少症

102 ルビンシュタイン・テイビ症候群

103 CFC症候群

104 コステロ症候群

105 チャージ症候群

106 クリオピリン関連周期熱症候群

107 全身型若年性特発性関節炎

108 ＴＮＦ受容体関連周期性症候群

109 非典型溶血性尿毒症症候群

110 プラウ症候群

小　　計 363

疾　　患　　名 計

１ 球脊脂性筋萎縮症

２ 筋委細性側素硬化症 82

３ 脊髄性筋委縮症

４ 原発吐側素硬化症

５ 進行|生核上性麻扉 １

６ パーキンソン病 168

７ 大脳皮質基底核変性症

８ ハンチントン病

９ 神経有縁赤血球症

10 シャルコー・マリー・トウース病

11 重症筋無力症 54

12 先天性筋無力症

13 多発性硬化症/視神経脊髄炎 26

14 慢性炎症性脱脂性多発神経炎浮巣性運動ニユーロパチー

15 封人体筋炎

16 クロウ・深瀬症候群

17 多系統萎縮症 ６

18 脊髄小脳変性症（多系統萎縮症を除Ｏ 64

19 ライソゾーム病 ２

20 副腎白質ジストロフィー

21 ミトコンドリア病 22

22 もやもや病 17

23 プリオン病

24 亜急性硬化性全脳炎

25 進行匪多巣性白質脳症

26 HTLV-1関連脊髄症（ＨＡＭ） 50

27 特発性基底核石灰化症

28 全身性アミロイドーシス

29 ウルリッヒ病

30 遠位型ミオパチー

31 ペスレムミオパチー

32 自己貪食空砲性ミオパチー

33 シュワルツ・ヤンペル症候群 ２

34 神経線維腫症 ５

35 天底雍

36 表皮水庖症

37 膿庖性乾癖（汎発型）

38 スティーヅンス・ジョンソン症候群 １

39 中毒性表皮壊死症

40 高安動脈炎 10

41 巨細脆性動脈炎

42 結節性多発動脈炎 ２

43 顕微鏡的多発血管炎

44 多発血管炎性肉芽腫症

45 好酸球性多発血管長性肉芽腫症 ７

46 悪性関節リウマチ 91

47 バージャー病 ５

48 原発性抗リン脂質交代症候群

49 全身性エリテマトーデス 40

50 皮膚筋炎/多発性筋炎 ８

51 全身性強皮症 14

52 混合性結合組織病

53 シェーグレン症候群 ３

54 成人スチル病 １

55 再発性多発軟骨炎

小　　計 681

狗



平成31年・令和元年度

　

特定疾患

　

疾患別相談件数(2)
H31年４月～Ｒ元年12月

疾　　患　　名 計

167 マルフアン症候群

168 エーラス・ダンロス症候群

169 メンケス病

170 オクシピタル・ホーン症候群

171 ウィルソン病

172 低ホスファターゼ症

173 ＶＡＴＥＲ症候群

174 那須・ハコラ病

175 ウィーバー症候群

176 コフイン・ローリ症候群

177 ジュベール症候群関連疾患 ２

178 モワツト・ウィルソン症候群

179 ウィリアムズ症候群

180 ＡＴＲ-Ｘ症候群

181 クルーゾン症候群

182 アペール症候群

183 ファイファー症候群

184 アンドレー・ビクスラー症候群

185 コフィン・シリス症候群

186 ロスムンド・トムソン症候群

187 歌舞伎症候群

188 多眸症候群

189 無眸症候群

190 鰹耳賢症候群　サイジジン

191 ウェルナー症候群

192 コケイン症候群

193 プラダー・ウィリ症候群

194 ソトス症候群

195 ヌーナン症候群

196 ヤング・シンプソン症候群

197 汐36欠失症候群

198 4P欠失症候群

199 5P欠失症候群

200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群

201 アンジェルマン症候群

202 スミス・マギニス症候群

203 22qll.2欠失症候群

204 エマヌエル症候群

205 脆弱Ｘ症候群関連疾患

206 脆弱Ｘ症候群

207 総動脈幹遺残症

208 修正大血管転位症

209 完全犬血管転位症

210 単心室症 17

211 左心低形成症候群

212 三夫弁閉鎖症

213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 17

214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 17

215 ファロー四散症 ３

216 両人血管石室起始症

217 エプスタイン病

218 アルポート症候群

219 ギヤロウェイ・モワト症候群

220 急速進行匪糸球体腎炎 １

221 抗糸球体基底膜腎炎

222 一次性ネフローゼ症候群

小　　計 57

硲

疾　　患　　名 計

111 先天性ミオパチー

112 マリネスコ・シェーグレン症候群

113 筋ジストロフィー 20

114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群

115 遺伝性周期性四肢麻蝉

116 アトピー性髄炎

117 脊髄空洞症

118 脊髄髄膜瘤

119 アイザックス症候群

120 遺伝性ジストニア

121 神経フェリチン症

122 脳表ヘモジデリン沈着症

123 禿頭と変形性脊髄症を伴う常染色体劣性白質脳症

124 皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体郵政脳動脈症

125 神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん性白質脳症

126 ペリー症候群

127 前頭側頭葉変性症

128 ビッカースタップ脳幹脳炎

129 寵幸重積型（二相性）急性脳症

130 先天性無痛無汗症

131 アレキサンダー病

132 先天性核上性球麻庫

133 メビウス症候群

134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群

135 アイカルディ症候群

136 片側巨脳症

137 限局性皮質異形成

138 神経細胞移動異常症

139 先天性大脳白質形成不全症

140 ドベラ症候群

141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん

142 ミオクロニー欠神てんかん

143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん

144 レノックス・カストー症候群

145 ウエスト症候群

146 大田原症候群

147 早期ミオクロニー脳症

148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん

149 片側疸學・片麻疹・てんかん症候群

150 環状20番染色体症候群

151 ラスムッセン脳炎

152 PCDH19関連症候群

153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎

154 徐脈睡眠期持続性輔徐波を示すてんかん性脳症

155 ランドウ・クレフナー症候群

156 レッド症候群

157 スタージ・ウェーバー症候群

158 結節性硬化症

159 色素性乾皮症

160 先天性魚鱗症

161 家族性良性慢性天底雍

162 類天底雍（後天性表皮水底症を含む）

163 特発l生後天性全身性無汗症

164 眼皮膚白皮症

165 肥厚性皮膚骨膜症

166 弾性線維性仮性黄色腫

小　　計 20

一 一



平成31年・令和元年度

　

特定疾患

　

疾患別相談件数(3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

H31年4月~Ｒ元年12月
疾　　患　　名 計

279 巨大静脈奇形(頚部口腔咽頭びまん性病変) ４

280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） ４

281 クリツベル・トレノネー・ウェーバー症候群

282 先天性赤血球形成異常貧血

283 後天性赤芽球磨 ５

284 ダイアモンド・ブラックファン貧血

285 フアンコニ貧血

286 遺伝性鉄芽球性貧血

287 エプスタイン症候群

288 自己免疫性出血病ＸⅢ

289 クロカイト・カナダ症候群

290 非特異性多発性小腸潰瘍症

291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型）

292 総排泄腔外反症

293 総排泄腔遺残

294 先天性横隔膜ヘルニア

295 乳幼児肝巨大血管腫

296 丹藤閉鎖症

297 アラジール症候群

298 遺伝性豚炎

299 嚢脂性線維症

300 IgG4関連疾患

301 黄斑ジストロフィー

302 レーベル遺伝性視神経症

303 アッシャー症候群

304 若年発症型両骨吐感音難聴

305 遅発性内リンパ水腫

306 好酸球性副鼻腔炎

307 カナバン病

308 進行吐白質脳症

309 進行性ミオクローヌスてんかん

310 先天異常症候群

311 先天性三尖弁狭窄症

312 先天性僧帽弁狭窄症 ３

313 先天性肺静脈狭窄症

314 左肺動脈右肺動脈起始症

315 ﾈｲﾙﾊﾟﾃﾗ症候群(爪膝蓋骨症候群)/LMXIB関連腎症

316 カルニチン回路異常症

317 三頭酵素欠損症

318 シトリン欠損症

319 セピアプテリン還元酵素（SR）欠損症

320 先天性ｸﾞﾙｺｼﾘﾎｽﾌｧﾁｼﾞﾙｲﾉｼﾄﾙ(GPI)欠損症

321 非ケトーシス型高グリシン血症

322 β-ケトチオラーゼ欠損症

323 芳香族L-アミノ酸脱丹さん酵素欠損症

324 メチルグルコタン酸尿症

325 遺伝性自己炎症疾患

326 大理石骨病

327 特発性血栓症(遺伝性血栓性素因にによるものに限る)

328 前服部形成異常

329 無虹彩症

330 先天性気管狭窄症

331 特発性多中心性キャッスルマン病

332 膠様油状角膜ジストロフィー

333 ハッチンソン・ギルフォード症候群

小　　計 16

累　　計 1.166

疾　　患　　名 計

223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎

224 紫斑病性腎炎

225 先天性腎性尿崩症

226 同質性膀胱炎

227 オスラー病

228 閉塞性細気管支炎

229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性）

230 肺胞低換気症候群

231 ａ↓アンチトリプシン欠乏症

232 ヵ－ニー複合

233 ウォルフラム症候群

234 ペルオキシソーム病(副腎白質ｼﾞｽﾄﾛﾌｨｰを除く)

235 副甲状腺機能低下症

236 偽性副甲状腺機能低下症 １

237 副腎皮質刺激ホルモン不応症

238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症

239 ビタミンD依存性くる病/骨軟化症

240 フェニルケトン尿症

241 高チロシン血症1型

242 高チロシン血症2型

243 高チロシン血症3型

244 メープルシロップ尿症

245 プロピオン酸血症

246 メチルマロン酸血症

247 ィソ吉草酸血症

248 グルコーストランスポーター1欠損症

249 グルタル酸血症1型

250 グルタル酸血症2型

251 尿素サイクル異常症

252 リジン尿性蛋白不耐症 ２

253 先天性葉酸吸収不全

254 ポルフィリン症 16

255 複合カルボキシラーゼ欠損症

256 筋型糖尿病

257 肝型糖尿病

258 ガラクトースー1-ﾘﾝ酸ｳﾘｼﾞﾙﾄﾗﾝｽﾌｪﾗｰｾﾞ欠損症

259 レシチンコレステロづレアシルトランスフェラーゼ欠損症

260 シトステロール血症

261 タンジール病

262 原発性高カイロミクロン血症

263 脳腱黄色腫症

264 無βリポタンパク血症

265 脂肪萎縮症

266 家族性地中海熱

267 高lgD症候群

268 中條・西村症候群

269 化膿性無菌性関節炎・壊疸性膿皮症・アクネ症候群

270 慢性再発性多発性骨髄炎

271 強直性脊椎炎 ８

272 進行吐骨化性線維異形成症 ２

273 肋骨異常を伴う先天性側膏症

274 骨形成不全症

275 タナトフォリック骨異形成症

276 軟骨無形成症

277 リンパ管腫症/ゴーハム病

278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変）

小　　計 29

溺



平成31年・令和元年度

　

特定疾患以外

　

疾患別相談事業実績内訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

H31年4月~Ｒ元年12月
疾　　兜　　名 計

36 舌痛症

37 顔面神経腫瘍

38 抗NMDA受容体抗体陽性辺縁系脳炎

39 ＳＡＰＨＯ症候群 １
40 摂氏 草書
41 掌せき眼底症

42 遷延 生意識障害

43 大腿 旦4頭筋委細症
44 脊髄 史塞
45 非好酸性肺炎

46 チヤーグストラウス症候群

47 スモン

48 側背症 ５

49 二分脊椎分離症

50 多発性軟骨外骨腫症

51 悪性リンパ腫

52 ヤコブ病

53 アーノルドキアリ

54 掌跡角化

55 ｀特発過眠症

56 17Rハイドロキラーゼ欠損症

57 円錐角膜

58 性分化疾患

59 先天 生血管拡張性大理石様皮斑

60 過敏 生大腸炎

61 原発 生アルドステロン症 １
62 ミオパチー

63 脊椎骨端骨異形成症

64 不フローゼ症候群

65 頚椎 則易
66 骨髄 截聯腫
67 短腸 ２

68 関係機関 318
69 その 也 167

累　　計 986

l自゛暴貼ｊし･ｋｌﾑ１-幽Ｉよｓ・･･●か･_き。瞳

疾　　兜　　名 計
１ 人工関節 26
２ 子冒がん・筋腫 ３
３ ヘモフイリア ９
４ 乳がん
５ 肝臓病（ウイルス性） 15
６ 唖下障害
７ 喉頭がん・大腸がん ３
８ ダウン症候群 20
９ アミロイドーシス

10 小児麻棟 17
11 七ヽ臓病 10
12 順位異常症 19
13 脊髄損傷 22
14 線維筋痛症 10
15 先天性多発性関節拘縮症 ２

16 中途失聴・難聴 ５

17 てんかん 107
18 統合失調症 60
19 呼吸閉塞症 16
20 糖尿病 １

21 脳血管障害 14
22 肺機能障害 47
23 局次脳機能障害 10
24 免疫温血性貧血

25 慢性腎不全 53
26 リンパ管炎 １
27 多勤

28 脳腫瘍 ６
29 先天性血管異常

30 メニェル病

31 鼠径ヘルニア

32 自閉スペクトラム症（アスペルガー症候群） 16
33 前立腺

34 皮膚アレルギー

35 ギランバレー症候群

高齢化社会に向けて安心医療を心掛けています

患者さん、ご家族の方の訴えに耳を傾け、対話する中から、
体と心を一体として診る、地域に密着した医療を目指してます。

【脳ドック】
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岩手県小児慢性特定疾病児童等自立支援センター

　　　　　

平成31年・令和元年度

　

事業目標

　

当センターは、相談業務引目互交流支援をより密に行うにあたり、縦軸展開（保健所・

医療・福祉・学校・行政

　

等）と横軸展開（障がいを持つ子どものご家族）の充実を図り、

センター事業の周知を図り、啓発普及にっとめたい。

平成31年・令和元年度

　

重点事業報告

１。市町村の協力を得て小児慢性特定疾病児童等及びご家族のための相談会を開催

　

しました。

　　

岩手県難病疾病相談支援センターと共に、小児慢性特定疾病児童等及びご家族のため

　

の相談会を行いました。市町村の福祉サービス説明や、地域環境に添った相談ができま

　

した。相談されたご家族と一緒に各行政機関と連携をとることができました。

２。相談員の資質向上のため研修会や講演会に参加しました。

　　

東京で行われた「難病のこども支援全国ネットワーク」主催の研修会、仙台で行われ

　

た小児慢性特定疾病医療講演会、アイーナでの医療的ケア児を支える地域づくりフォー

　

ラム、岩手医科大学で行われた難病医療従事者研修会、厚生労働省による特定疾病児童

　

等自立支援事業の発展に資する研修会に参加研修し、相談員の資質の向上に努めました。

３。小児慢性特定疾病児童等家族の交流会に参加しました。

　　

県内の各保健所主催の、難病の子どもを持つご家族の交流会に参加し、同じ病気を持

　

つ子どものご家族から、現在悩んでいる事等の話を聞き、今後の支援に繋げることがで

　

きました。難病の子どもを持つご家族は、同じ様な病気の子どもと交流する機会を希望

　

する方が多く、悩みを持つご家族に寄り添うことの重要性を感じました。

４。盛岡広域圏における医療的ケア支援のための「打合せ会」に出席しました。

　　

平成28年度の児童福祉法の改正において、医療的ヶアが必要な支援を円滑に受けるこ

　

とができるよう、保健、医療、障がい福祉、保育、教育等の各関連分野の支援を行う機

　

関との連絡調整を行うための、体制整備の努力義務が規定されたことに伴い、盛岡広域

　

圏医療的ヶア連絡協議会（仮称）設置のための「打合せ会」に出席し、医療的ヶア児の

　

心身の状況に応じた支援等を学びました。

紹



１

平成31年・令和元年度小児慢性特定疾病児童等自立支援センター事業実績

各種相談事業実績 (H31.4月～Ｒ元.12月)

事　　　項 疾病・医療就園・就学福祉制度 進　学 就　労 その他 合　計

電話相談延べ件数 ５ ２ １ １ ０ 16 25

メール･FAX延べ件数 ６ ０ ０ ０ ０ ５ 11

来所相談延べ件数 ３ ３ ０ １ ０ ８ 15

合　　　計 14 ５ １ ２ ０ 29 51

２

　

相談内容別内訳 (H31.4月～Ｒ元.12月）

対日談種別 相談延件数 主　な　相　談　内　容

①　疾病・医療に関す

　　る事項

14 ・低身長児で通院中。ホルモン注射の継続について不安。

・筋疾患で側育異常と診断された。今後のリハビリにつ

　いて。

②　就園・就学に関す

　　る事項

５ ・心疾患の子どもを持つ家族から、看護師のいる保育園

　について。

・糖尿病の診断を受けた家族から、就学前に学校側との

　話し合いについて。

③　福祉制度に関する

　　事項

１ ・20歳以降に利用できる福祉制度について。

・常置角化症は指定難病か？利用できる助成制度や福祉

　サービスについて。

①　進学に関する事項 １ ・筋力低下で運動に制限あり・進学できるか不安。

⑤　その他 29 ・先天性代謝異常と診断された忠光の家族から、今後の

　生活について。

・現在腎機能低下で入院中の愚兄の家族から、きようだ

　いもいるが、遺伝するのか不安。

・ネフローゼ症候群と診断された家族から、難病申請や

　受けられる支援等が知りたい。

・小脳低形成・萎縮症の忠光を持つ家族から、進学先の

　学校にエレベーターがあればいいが、無いところに行

　く場合の不安。

・生後すぐに心疾患とダウン症を持つ里見の家族から、

　今後の生活について。

・家族会について。

・目に疾患のある里見家族から、家族との話合いについ

　て。

・ファロー四徴症の愚見を持つ家族から、運動制限につ

　いて。

・脊髄髄膜瘤の忠光を持つ家族から、看護師のいる保育

　園を探している。

痩



３

　

他機関との連携

各病院医療福祉俗談室 ・県内難病医療協力病院の地域医療連携室医療ソーシャルワーカー

　と述指し、病気を持つ子どものご家族に繋げることができました。

担当者会議 ・子ども子育て支援諜　平成31年度市町村･母子保健担当者会議出席。

県内保健所 ・小児慢性特定疾病家族交流会や情報交換公等に参加しました。

　(大船渡保健所、中部保健所、釜石保健所、県央保健所)

市町村 ・陸前高山市、西利川町、仕出町、花巻市の各行政機関、保健セン

　ター、圈域保健所等のご協力を頂いて『小児慢性特定疾病児童お

　よびご家旅のための相談会』を開催し、病児とご家族及び地域と

　連携することができました。

・盛岡広域圏医療的ケア連続協議会（仮称）を盛岡広域圏で設置す

　るための打ち合わせ会に出席しました。

療育センター・支援事業所 ・県立療育センターでの小児眼科診療研修会に参加し、小児の病気

　について学び、支援に生かすことができました。

・完全発達支後事業所に出向き、児童発達支援の在り方や児童に対

　するケアや、保育園、幼稚園、学校への連続調整の仕方を学び、

　その後の支援に役立てることができました。

その他（東京都・宮城県） ・「難病の子ども支援全円ネットワーク」主催の『自立支援員研修

　会』に参加し、今後の小児骨|生特定疾病自立支援事業について、

　各県にあるセンターの自立支援員とグループワークを行い、お互

　いの情服を共有しました。

・東北大学小児科内にある「小児さぼ－とせんた－」主催の、小児

　背|生特定疾病医療講演会に参加し、自立支援員［同士の情報交換や

　情報共有の大切さを認識して、研修会の重変性を感じ取ることが

　できました。

いわて心臓病の子どもを守る会

療育キャンプ～流しそうめん～

卯



小児慢性特定疾患岩手県登録数(４)

疾　　病　　名 人数

214 アンジェルマン症候群 １

215 5p一症候群 １

216 13トリソミー症候群 １

217 18トリソミー症候群 ２

218 ダウン症候群 ｎ
219 4p一症候群 １

220 1から6までに掲げるもののほか、常染

色体異常（ウィリアムズ症候群及びプ

ラダー・ウィリ症候群を除く。）

５

221. ＶＡＴＥＲ症候群 １

222 眼皮膚白皮症（先天性白皮症） １

223 ドングリングハウゼン(Recklinghausen)

病（神経線維腫症Ｉ型）

１

224 骨形成不全症 11

225 多発性軟骨吐外骨腫症 １

226 軟骨低形成症 ３

227 軟骨無形成症 ６

228 巨大静脈奇形 １

229 クリッペル・トレノネー・ウェーバー

症候群

１

230 リンパ管腫症 １

累　計 1,065

R1.12.末現在

疾　　病　　名 人数

193 経世匪筋萎縮症 １

194 48から53までに掲げるもののほか、先

天性ミオパチー

１

195 コケイン（Cockayne）症候群 １

196 点頭てんかん（ウェスト（West）症

候群）

33

197 乳児重症ミオクロニーてんかん １

198 全前脳脳症 ２

199 先天性水頭症 １

200 もやもや病 ６

201 潰瘍性大腸炎 20

202 クローン（Crohn）病 21

203 肝硬変症 １

204 先天性肝縁組症 １

205 先天性胆道拡張症 ５

206 胆道閉鎖症 20

207 周期性嘔吐症候群 １

208 総排泄腔遺残 １

209 短腸症 １

210 腸リンパ管拡張症 １

211 腸管神経節細胞僅少症 １

212 ヒルシュスプルング病 ２

213 家族性腺腫性ポリポージス １

ご宿泊、ご宴会、各種ご会合承ります。

　　　

公立学校共済組合盛岡宿泊所

サンセール盛岡
〒０２０－0883

　

盛岡市志家町1－10

　　

TEL

　

019-651-3322

　　

FAX

　

019-651-3310
httｐ://ｗｗｗ.kourituyasuragi.jp/morioka/

両



価

C;∋

　

「教え子を再び戦場に送るな」

　

∈r）

　

－［ﾖ本国憲法・子どもの権利条約をいかす教育をー

岩手県高等学校教職員組合

　　　

〒020-0883盛岡市志家町11番13号

　　　　　　　　　　　

(岩手県高校教育会館)

電

　

話(019)624-5227

　

FAX (019)653-2285

　　　　　　

E-mail

　

iwako@jtu-iwako.jp

一地域の皆様と共に歩んで382年－

　

64ゐ．

　　　　　　　　　　　　　　

、・

時代のニーズにお応えして

　

７日と明日を結４ｂ，

事務用品

　

ＯＡ機器

　

オフィス家具

　

和洋紙

浦りQI I!か

　　　　　　　

岩手県盛岡市南大通二丁目３－２０

TEL 0 1 9-652-3388　　FAX ０１９－６２２－０６６２



災害に強し
- 一 一 一 一 一

ヽ

社会を創ろう
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北良株式会社

　

医療と防災のヒトづくり・モノづくりプロジェクト

く第17回

　

企業フィランソロピー大賞

2011年の東日本大震災から始まった在宅医療の

災害支援強化プロジェクト。停電、地震、津波、台

風など様々な災害に備えたモノづくりと、熊本地震

や西日本豪雨など数々の被災地支援活動が高く評

価され、この度、企業の社会貢献活動に贈られる、

第17回企業フィランソロピー大賞を受賞しました。

引き続き、安全で安心できる在宅医療と生き甲斐の

ある地域社会をつくるために、岩手県の在宅医療を

支える企業として活動して参ります。
一 一

北良株式会社

ほくりょう･ガス･カンパ二-

㎜㎜㎜■■■■■■㎜■･■･■

　

■■㎜■

　

■㎜㎜㎜■

　

・■■■■■㎜■･･･■■･㎜㎜･■

　

〒024-0335

　

岩手県北上市和賀町後藤2-１０６-160

　

TEL

　

0197-73-7222

受賞＞

マリオス小林内科クリニック
内科呼吸器内科アレルギー科

リウマチ科リハビリテーション科

　　　　　　　　　　　　

院長

　

小林

診療時間

　

(月･火･水･金)

　

(木・土)

9 :00～13

9 :00～13

仁

00

　

14 : 00～18 : 00
00

　

（日・祝祭日）休診

⑤受付時間

　

午前１２ ：３０まで　午後１７ ：４５まで

　　　　

住所

　

盛岡市盛岡駅西通2-9-1

　

マリオス11階

　　　　

電話

　

019-621 -5222/01 9-621 -5223

％
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お中元･お歳暮で贈答品として､岩手県難病喘病団体連絡協議会関係各位の皆様に特別価格にて、

ご案内致します。

中元承り期間

　　　

6月下旬～8月上旬

　　

歳暮承り期間

　　　

11月上旬～12月中旬

尨瓜底廳し

邨X9

丸大兪品

丸,大食品根齢社高温む。ｎ。ｕ。ｏ
TEL 0198(46)1186

FAX 0198(45)4429
東北営業部岩手営業所

沼



　

一般社団法人岩手県難病・疾病団体連絡協議会加盟団体一覧

岩手難病連事務局

　

〒020-0831

　

盛岡市三本柳8-1-3ふれあいランド岩手内

　　　　　　　　

0 019(614)0711　F A X 019(637)7626

　　　　　　　　

E-mail:iwanan@io.ocn.ne.jp

　

ホームページ:httpソ/iwanan.net/

陥． 団　ｲ本　名 代表者・事務局・所在地（住所）・電話番号など

１ 岩手県腎臓病の会

会長　高　橋　　　澄

　〒020-0831盛岡市三本柳8-ト3ふれあいランド岩手内
　a 019(639打330　Email :jwanan'sp331("isirius.ocn.ne.jp

２
岩手パーキンソン病

友の会　岩手県支部

支部長　蛙　田　幸　一

　〒　　　　’紫波郡　　　　　　　．‥
　連絡は一般社団法人岩手県難病・疾病団体連絡協議会へ

３

一般社団法人

全国膠原病友の会

岩手県支部

支部長　米　潭　順　子

　〒　　　　いに上市

　ａ　　　‥　、

４
日本ＡＬＳ協会

岩手県支部

支部長　中　村　忠　一

　〒　　　　　紫波町で
　ａ　．　，

５

社団法人

日本筋ジストロフィー

協会岩手県支部

支部長　遠　藤　　　光

　牙　　　　滝沢市｀'
　ａ・ＦＡχ　_､．　　　　　　Emaiレjmbaiwate(ﾀﾞgmail.com

６
いわて心臓病の

子どもを守る会

会長　菊　池　信　浩

　〒　　　　　紫波郡ﾌﾞ

　酋・FAX ・

７

公益財団法人

日本てんかん協会
岩手県支部(波の会)

事務局　中　嶋　嘉　子

　〒．　　　盛岡市．
　ａ　　　　　　　　　FAX　　　　　　＿　。

８
岩手県ヘモフィリア

友の会

会長　関　目　清　彦　　事務局　藤　井　裕　庸

　〒　　　　花巻市丿

　酋・　‥ニ　ム

９
岩手県脊髄小脳変性症

友の会

代表　渾　山　禎　信

　〒｡_、　　盛岡市ｊ
　ａ・FAX　／　　Ｏ

１０ いわてI B D

会長　立　花　弘　之　　事務局　佐々木　賢　治
　〒･　　　　盛岡市ﾚ

　萱　‥。　。

１１
岩手県多発性硬化症
友の会

事務局　西　田　久　子

　〒’　　　紫波郡
　ａ　　、

１２
岩手県網膜色素変性症

協会(JRPS岩手）

会長　高　橋　義　光　　副会長　菅　原　智　子

　〒　　　　　真岡市

　萱＿．

１３
岩手後縦靭帯骨化症

(OPLL)の会

代表世話人　稲　垣　裕　一

　〒　　’＾　盛岡市

　ａ‥　　　で

１４
ＨＴＬＶ-１型関連

脊髄症(ＨＡＭ)患者会

代表　有　原　淳　也

　〒、　　’’盛岡市
　a　　‥　　｀

１５
岩手県ミトコンドリア

病友の会

代表　中　村　康　夫

　〒　　　　盛岡市
　ａ　　　　　　　　　　　　_．

１６
岩手県拡張型心筋症

友の会

代表　人　野　政　秀
　〒レ‥　　盛岡市t

　a　　　　　　　　　｀

１７
大動脈炎症候群友の会

(あけばの会・東北)

代表　寺　高　久美子
　〒･　　　　盛岡市_

　豊、、

郊
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発行者

　　

一般社団法人岩手県難病・疾病団体連絡協議会

　　

◇岩手県難病相談支援センター

　　

◇岩手県小児慢性特定疾病児童等自立支援センター

　　　　　　　　　　　　　　

（◇＝岩手県委託事業）

編集委員（Ｈ）

千葉

　

健一（岩手県難病連代表理事）

根田

　

豊子（難病支援センター相談支援員）

桜田

　　

布（難病支援センター相談支援則

東山小百合（小児支援センター自立支援員）

有原

　

淳也（ＨＡＭ患者会代表者）

矢羽々京子（岩手県難病連副代表理事）

大橋

　

絹子（難病支援センター相談支援員）

田中まゆみ

阿部

　

健治

(小児支援センター自立支援員)

(ボランティア編集長)

ト「岩手県難病連」は、設立20周年に向けて、力強く歩み続けている。 21世紀末に、心身

の異常に悩む患者・家族たちが、集い、話し合い、県内各種難病14団体と同士の個人約百人

が「ふれあいランド岩手」で結成大会を開いた。それは、西暦2000年のこと。その年には、

シドニーオリンピックでの金メダルに沸き、500円硬貨や2000円札が登場した。さらに、そ

の年の「今年の漢字」は「金」であった。ト

　

結成10周年を祝ったころは、室内喫煙禁止と

なり、ふれあいランド岩手の喫煙室が空室となった。そこが、現在大活躍中の岩手県難病連

事務所兼相談室である。筆を持つ力もままならない手で、「難病相談・支援室（センター）］

と揮ごうし、さらに、いわてなんれん記念号に皆の賛同を得て「10年の希望（ねがい）」と

命名した。笑みを湛えて多弁な長身の体格で、元副代表理事の「ごんしろうさん」は、セ

ンター開設を切に希望（ねがい）しつつ、難病連20周年に当たる正月２日に他界された。哀

悼のまことを捧げて合掌。 ･･日本の元号は、明治以後は一世一元と定められてから、昨

年、突如、令和に改元された。また、「今年の漢字」は、「令」と決定し、海外に「Beautiful

Harmony =美しい調和の意」と説明された。ト「花は桜、山は富士」を美の代名詞とする

日本初の「東京オリンピック」は、1964年に開催された。今年2020年７月24日に開幕する東

京オリンピックと、８月25日からは、パラリンピックが開催される。メイン会場は「杜（も

り）のスタジアム」。岩手県難連は、世界の人々を「おもてなしする」日本の一翼を担って

燃えあがりたいものである。その元気を膨らませて、10月３日の設立20周年記念で再会した

いものである。ト

　

本誌特集は、過去20年間に会員が参加・見聞した各種交流、相談研修事

業を顧みること。さらに、県内外のキャラバン事業を垣間見ながら、新年度以降の岩手難

病連事業・行事に応用したいという企画に挑戦。資料収集と、編集･執筆に支援･尽力された

方々に感謝､感謝。ト

　

とまれ「新型コロナウイルスの感染拡大」は、世界中に恐怖を与え

つつ、ついに日本にも上陸。岩手は、まだしも、細心の注意を喚起し合いたい令和の年度替

わり……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（阿部

　

健治）

7陶
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‥般社団法人岩手県難病･疾病団体連絡協議会

　　　　　

〒020-08肌岩手県盛岡市三本柳8-ﾄ3ふれあいランド岩于内
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